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１．中国の牛肉の需給構造分析
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（１）肉用牛の飼養頭数

• 2023年末時点で、中国の肉用牛飼養頭数は前年比4.0％
増の8,820万頭に達し、2010年以来の最高水準となった。

• 畜産業において、牛の飼育は最も安定した収入源の一つ
とされている。牛産業は地域の基幹産業として発展し、
多くの地域で農業部門の中核を担い、地域経済の活性化
に重要な役割を果たしている。中国国内における牛肉需
要の増加を受け、中国政府は適切な規模化経営・標準化
経営の推進、基礎雌牛の増頭、優良種牛繁殖育成体系の
整備など、牛産業を支援する政策を実施している。これ
らの政策により、中国の肉用牛の飼養頭数は変動を伴い
ながらも、2010年から2023年の13年間で年平均成長率

2.09％（CAGR）で増加している。

• 現地ヒアリングによれば、2024年の肉用牛の飼養頭数は
前年比約4％増の9,160万頭に達すると見込まれている。

• なお、2023年末時点の中国の牛の総飼養頭数は10,509
万頭（肉用牛、乳用牛、役用牛を含む）で、肉用牛が全
体の83.9％を占めている。

■肉用牛の飼養頭数の推移（2010年～2023年）
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（注） 「肉用牛」とは、主に肉の生産を目的として飼養される牛を指す。具体的には、肉用種肉用牛、牦牛（ヤク）、水牛、そして淘汰された乳牛などが含まれる。

(出所) 中国国家統計局（National Bureau of Statistics of China、NBS）のデータに基づき作成。
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（２）肉用牛の出荷頭数

• 「肉用牛の出荷頭数」とは、特定の統計年度内において、
自家で肥育されて屠畜された牛の数と、また肥育されて
出荷され、屠畜に供された牛の総数を指す。この定義に
は淘汰されてと畜場に行く役用牛、乳牛も含まれている
が、一方で子牛や育成牛、素牛に関する数値は含まれて
いない。

• 中国国内の活発な牛肉需要を反映して、2023年末時点で
の肉用牛の出荷頭数は5,023万頭となり、前年比で約183
万頭（3.8％）増加した。
2010年からの13年間の年平均成長率（CAGR）は1.17％
で、ゆるやかな微増傾向が続いている。

• また、専門家へのヒアリングによると、各地で地元の資
源を最大限活用し、農家の収入増と牛産業の規模拡大を
目指す、「小規模農家による分散飼育と集中的出荷を組
み合わせた生産方式」が実践されている。この方式によ
り、2024年には肉用牛の出荷頭数が5,400万頭に達する
見込み。

■肉用牛の出荷頭数の推移（2010年～2023年）
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(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。
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（３）牛肉の生産量

• 中国国内の牛肉需要の拡大と政府の施策の影響を受け、
肉用牛の飼養頭数の増加、品種改良、優良種雄牛の凍結
精液を用いた人工授精の普及などによる歩留り率の向上
により、中国の牛肉生産量は2010年の529万トンから
2023年には753万トンに増加した。
この13年間の年平均成長率（CAGR）は2.75％となって
いる。
一方、中国の牛肉の消費量（国内生産量と輸入量の合計

から輸出量を引いたもの）は、同期間のCAGRは5.54％
であり、国内生産が消費需要に追いついていない状況。

■牛肉の生産量の推移（2010年～2023年）
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（注） 牛肉生産量＝肉用牛出荷頭数×１頭当たりの平均生体重量×枝肉歩留り率

(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。
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（１）肉用牛の飼養戸数

• 2021年、中国における肉用牛の飼養戸数は756万戸。そ
のうち、年間出荷頭数が50頭未満の飼養戸数が全体の
98.6%、10頭未満に至っては92.6%を占めている。

• 2021年の飼養戸数は、2011年と比較して約半分に減少
した。この減少は、主に10頭未満の飼養戸数が約半分に
なったことによるもの。一方、10頭以上の飼養戸数は、
十数年経っても大きな変化は見られなかった。

• 中国では、肉用牛の出荷の約7割が50頭未満の飼養戸数

によって行われており、肉用牛飼養場の規模化は途上段
階にある。
この状況は、中国の広大な草地資源が不均衡に分布して
いることや、遊休山林、斜面地、農作物の残さなどの地
域の資源を最大限活用して分散的に牛を飼育できること
が挙げられる。

■肉用牛の飼養戸数の推移（2011年～2021年）

単位：戸、％

(出所) 各年次の『中国畜牧獣医年鑑』のデータを基に作成。
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（２）零細な肉用牛肥育経営の収益性

• 肉用牛の肥育経営に関するデータは、年間飼養頭数が50
頭未満の零細な経営者向けの情報が公開されている。

• 零細な肉用牛肥育経営における肥育牛1頭当たりの所得は、
国内牛肉価格の上昇や肥育牛出荷時の生体重量の増加に
伴い、2022年には2010年と比較して約3倍に増加し、
4,302元に達した。

• 牛肉価格の上昇幅が生産費の増加幅を上回ったため、
2022年の肥育牛1頭当たりの所得率は高水準の31.3％と
なった。2010年の20.7％から10.6ポイント上昇してお
り、政府が推進している優良品種の普及も所得率向上に

大きく貢献している。

• ヒアリングによると、2022年の高水準な所得率は2024
年には約30％に減少すると予測されている。
今後、国内牛肉価格のわずかな下落と人件費を中心とし
た生産費の増加が予想されるため、零細な肉用牛肥育経
営の所得率は徐々に低下し、約25％前後に推移していく
可能性がある。

■零細な肉用牛肥育経営における1頭当たりの収益性の推移（2010年～2022年）
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2010年 1,032 4,983 20.7

2011年 1,689 5,912 28.6

2013年 2,812 8,878 31.7

2014年 2,113 8,551 24.7

2018年 2,615 9,313 28.1

2019年 3,950 11,101 35.6

2020年 4,072 12,641 32.2

2021年 3,699 13,799 26.8

2022年 4,302 13,726 31.3

（注１） この報告書において、「元」という通貨は特に断りがない限り、人民元を指す。

(注２）
①所得率＝所得÷全算入生産費×100％ ②全算入生産費は、地代を含む生産費を指す。
③一部年次のデータが入手できず、不足している。

単位：元/頭、％

(出所) 『中国畜牧獣医年鑑』などを基に作成。
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• 零細な肉用牛経営（年間飼養頭数50頭未満）における肥育牛1
頭当たりの全算入生産費は、2022年は13,726元で、その内訳
は素畜費が63.7%と最も多く、飼料費（26.2%）、労働費
（8.9%）と続く。

• 素牛の購入費や労働費、飼料費などの高騰により、肥育牛生体
50㎏当たりの全算入生産費は、2010年の633元から2022年に
は1,305元に達し、2倍以上に増加した。

• 零細な肉用牛肥育経営の場合、1日当たりの労働時間単価は、

2011年時点で家族労働が40元、雇用労働が96元あったが、
2022年にはそれぞれ92元、126元と増加している。2022年の
家族労働時間単価は2011年と比べて2.3倍、雇用労働時間単価
は1.3倍に増加している。

• ヒアリングによると、中国では肉用牛の優良品種の普及が進ん
でおり、2023年末時点での普及率は約40％に達している。こ
の優良品種の普及により、零細な肉用牛肥育経営から出荷され
る肥育牛1頭当たりの平均生体重も、2010年の390㎏から
2022年には526㎏に増加した。

■零細な肉用牛肥育経営における1頭当たりの全算入生産費の推移（2010年～2022年）

(注)
①全算入生産費は、地代を含む生産費を指す。
②2022年の飼料費（濃厚飼、粗飼料、飼料加工費を含む）合計は3,602元であったが、飼料費の内訳に関する数値は未入手。

(出所) 各年次の『中国畜牧獣医年鑑』などを基に作成。

（３）零細な肉用牛肥育経営の生産費
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（１）主な肉用牛経営グループ

公開資料によれば、中国において肉用牛の飼養頭数が多い企業グループは以下の通りである。

■肉用牛飼養経営グループ上位14社（2021年末飼養頭数順）

グループ名称 本社所在
牛牧場数
（か所）

2021年飼養頭数
（万頭）

その他
（肉用牛の主な品種とURL等）

重慶恒都農業集団有限公司 重慶 6 10.0
シンメンタール種、アンガス種
http://www.hdnychina.com/

新疆華凌農牧科技開展有限公司 新疆 7 9.6
シンメンタール種、褐牛
http://www.hualingniuye.cn/

雲南鵬富盛農業発展有限公司 雲南 7 4.3 http://www.peng-xin.com.cn/

新疆天莱牧業集団有限責任公司 新疆 3 4.5
アンガス種
http://www.xjtianlai.com/

内蒙古賀斯格緑色産業進出口有限公司 内モンゴル 7 4.0 アンガス種

中禾恒瑞（貴州）有限公司 貴州 26 3.6 アンガス種、ヘレフォード種

新疆刀郎陽光農牧科技股分有限公司 新疆 7 3.6 アンガス種

内蒙古緑豊泉農牧科技有限公司 内モンゴル 1 2.9 http://lfqnm.com/

伊犁創錦犇牛牧業有限公司 新疆 11 2.9 シンメンタール種

AUSTASIAの肉用牛牧場 山東 2 2.4 https://www.austasiadairy.com/

天津沃金牧業科技有限公司（内モンゴル牧場） 内モンゴル 4 2.0 http://www.wojinmuyekeji.com/

吉林省長春皓月清真肉業股分有限公司 吉林 1 2.0
沃金黒牛
http://www.china-haoyue.com/

貴州黄牛産業集団有限責任公司 貴州 4 1.5 https://www.gzwlcyjt.com/

北京順鑫鑫源食品有限公司 北京 7 1.8 https://www.shunxinholdings.com/
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（２）肉用牛の生産に関連する価格

• 国家統計局は全国の200の農産物主産地（町）にわたり、
主要な集貿市場（農産物などを自由に取引する市場）か
ら31品目の農産物の市場価格を収集し、月次データとし
て公表している。育成牛の価格についても、この収集さ
れたデータを基にしている。

• 月次データをまとめた2013年から2023までの年間デー
タによれば、育成牛の平均価格は上昇傾向にあり、2022
年にピークに達した。

2023年の年平均価格は34.5元/㎏で、2022年より7.0％
低下しているが、依然として高い水準にある。

■育成牛の年間平均価格の推移（2013年～2023年）

26.3

27.7 27.4 27.0 27.3
28.3

31.3

35.4

36.8 37.1

34.5

20

22

24

26

28

30

32

34

36

38

40

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

（元/㎏）

(出所) 中国統計局のデータに基づき作成。
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（２）肉用牛の生産に関連する価格

• 国家統計局は全国の200の農産物主産地（町）にわたり、
主要な集貿市場（農産物などを自由に取引する市場）か
ら31品目の農産物の市場価格を収集し、月次データとし
て公表している。牛肉（骨付きでない肉、ランクに問わ
ずに）の価格についても、この収集されたデータを基に
している。

• 月次データをまとめた2010年から2023までの年間デー
タを分析すると、牛肉の平均価格は持続的に上昇してお
り、この期間の年平均成長率（CAGR）は7.3％に達して
いる。
この上昇の背景には、中国国内の牛肉需要の好調さがあ
る。また、2019年から2020年にかけての国内豚肉の供
給不足や新型コロナ感染症の影響、そして生産コストの

上昇も牛肉価格の急激な高騰に影響を与えた。その結果、
2019年から牛肉の価格が急速に上昇し、2022年には
ピークに達した。

• 2023年の年平均価格は82.5元/㎏で、ピーク時の2022年
より3.9％低下しているが、まだ高い水準にある。

• ヒアリングによれば、中国国内では牛の品種改良や優良
品種の普及により歩留り率が向上しており、さらに海外
からの牛肉輸入量が増加している。その結果、国内の牛
肉価格が若干低下傾向にあり、2024年には75元～80元/
㎏、2025年には75元～78元/㎏と予測されている。

■牛肉の年間平均価格の推移（2010年～2023年）
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(出所) 中国統計局のデータに基づき作成。
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（２）肉用牛の生産に関連する価格

• 牛に与える濃厚飼料は、トウモロコシ、大豆粕、小麦ふ
すま、混合飼料、塩などが組み合わされている。飼料の
価格については、農業農村部が全国の500の町にわたり、
主要な集貿市場（農産物などを自由に取引する市場）及
びモニタリング採集点（村、飼養場）から採集された
データを引用する。

• 2021年1月から2023年12月までの月データをまとめる
と、トウモロコシの年平均価格は、2021年が2.93元/㎏、

2022年が3.00元/㎏、2023年が2.96元/㎏であった。大
豆粕の年平均価格は、2021年が3.79元/㎏、2022年が
4.61元/㎏、2023年が4.60元/㎏であった。

• 大豆粕の価格は、2022年に上昇し、2023年には若干下
落した。これは、2022年に世界的な穀物価格が上昇した
ことが影響していると考えられる。

■飼料（トウモロコシと大豆粕）の月間平均価格の推移（2021年1月～2023年12月）

(出所) 農業農村部や中国畜牧獣医情報サイト に公表された週次の「畜産物・飼料の市場価格」を整理して作成。

トウモロコシ, 2021年1月, 2.82 元/㎏

2022年11月,大豆粕,  5.53 元/㎏
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（３）品種・育種施設

■肉用牛の品種について

• 2011年から、中国は肉用牛の遺伝的改良計画を実施、中核育
種場の建設、生産性の測定、主要疫病の監視浄化、品種登録、
新品種育成などに重点を置いて取り込んでいる。2021年には
新しいラウンドの全国家畜家禽遺伝的改良計画（2021～2035
年）を開始し、中国の優勢品種集団の優位性と地方品種資源の
特色ある優位性に基づき、品種の選抜と効率的な利用を強化し、
全体的に肉用牛の育種産業の質と収益性を向上させている。

• 現在、中国における肉用牛の品種は77種類存在している。た
だし、中国で肉用牛の中核育種集団の規模が小さく、中核的な
品種の外国依存度が高いことが問題視されている。
その背景には、
□全体的に育種集団の規模が小さく、単一品種の育種集団の規
模が最大2万頭未満であること（海外の場合、主要な品種の育
種規模はすべて20万頭以上であること）、
□自主的な育種能力が弱く、生産した雄牛の遺伝レベルが低い
こと、
□遺伝的な改良の進展が緩慢であること
などの要因が挙げられる。

• 専門家 によれば、中国の肉用牛の65％以上がシンメンタール
種であり、かつ飼養頭数が多いとのことである。
シンメンタール種の肉用牛は体形が大きく、肥育後期の体重増
加が速いため、急成長する国内消費市場の需要に応え、直近
10年間での飼養頭数が急増し、最も重要な肉用牛品種となっ
ている。
一方で、中国国内の牛肉消費の傾向が変わるにつれ、肉用牛品
種の多様化が求められ、飼養頭数の多いシンメンタール種は差
別化が難しく、牛肉製品の同質化も高いため、販売価格の低下
リスクに対抗する能力が比較的弱いというデメリットも指摘さ
れている。

• 2021年、中国全土には肉用牛の育種場が合計260施設存在し
た。その中で、施設数や飼養頭数などの数が最も多いのは内モ
ンゴル自治区。
この地域の優位性の背景には、内モンゴルが広大な草原を有し、
草資源が豊富であり、半放牧と半舎飼いに適する種牛の飼養が
適していること、内モンゴルの東部地域がトウモロコシや大豆
を主産しており、豊富な飼料供給が可能であること、昔から牛
を飼育し、品種資源が豊富であること、そして昔から牛の品種
育成や繁殖が産業として行われていることが挙げられる。近年
では、同自治区政府が牛産業の拡大や牛の品種品質向上に重点
をおいており、これらの要因も影響している。

• 中国政府は2008年以来、家畜・家禽産業の発展を推進するた
め、肉用牛や乳用牛、豚、肉用羊、肉用鶏、採卵鶏に関する遺
伝的改良計画を実施している。
この計画の一環として、地域から推薦された肉用牛や豚などの
中核育種場が中央政府によって認定される。中央政府が認定し
た肉用牛中核育種場では、肉用牛の中核育種集団の選抜、育成、
及び種雄牛の自主的育成が展開される。
肉用牛品種の登録要件は、「以下の条件のいずれかを満たす必
要がある。
□父母ともに同一種の登録牛であること
□同一種牛の血統濃度が87.5％以上であること
□外国で既に登録されている牛であること

• 2023年8月末時点では、中央政府が認定した「肉用牛中核育種
場」は合計47施設ある。そのうち、５施設は2023年に新設さ
れた。
また、最近になって増えたのは、中国が独自で育成した肉用牛
の新品種である「華西牛」の中核育種場である「内蒙古色也勒
欽畜牧業科技服務有限公司」（内モンゴル自治区の錫林郭勒盟
烏拉盖管理区に位置している）などが挙げられる。

■肉用牛の育種場について
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（１）牛肉の輸入量

• 中国では所得の向上によって生活水準が上がり、それに
伴い1人当たりの牛肉の消費量も増えた。このため、
2013年を境に中国は牛肉の純輸入国となった。
また、国内での牛肉の生産量は増加しているが、需要に

追いついていないため、輸入量が増える傾向にある。

• 2022年の牛肉の輸入量は269万トンで、前年比で15.3％
増加し、35.7万トン増加した。

■牛肉輸入量の推移（2010年～2023年）

タリフライ
ン

品名（仮訳）（日本語）
関税率

基本 WTO協定

02011000 生鮮・冷蔵した枝肉及び半丸枝肉 70% 20%

02012000 生鮮・冷蔵した骨付き肉 70% 12%

02013000 生鮮・冷蔵した骨付きでない肉 70% 12%

02021000 冷凍した枝肉及び半丸枝肉 70% 25%

02022000 冷凍した骨付き肉 70% 12%

02023000 冷凍した骨付きでない肉 70% 12%
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牛肉の輸入・輸出量の推移（2010年～2023年）

輸入量

輸出量

中国は、2013年を境に牛肉の純輸入国となり、
現在もその状況が続いている。

牛肉の輸入・輸出計算に使用される品目

（注） この表では経済連携協定（EPA）の関税率は省略している。 (出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。
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（２）牛肉の輸入品目

• 輸入された牛肉の保存方法を見ると、冷凍品が牛肉輸入
量全体に占める割合は、2015年の79.1％から2023年に
は84.0％に増加し、中国での牛肉の輸入において冷凍品
が主流となっている。

• また、切り方別で牛肉輸入量を見ると、骨付きでない肉、
一般的に「部分肉」と呼ばれるものは、2023年には輸入
全体の84.0％を占め、主流となっている。

■タリフライン別の牛肉輸入量の推移（2015年～2023年）

年次

冷凍した牛肉 生鮮または冷蔵した牛肉

輸入計02021000
枝肉及び半丸枝肉

02022000
骨付き肉

02023000
骨付きでない肉

02012000
骨付き肉

02013000
骨付きでない肉

2015年 52 98,129 368,972 704 5,988 473,844

2016年 445 100,374 472,184 741 6,092 579,836

2017年 579 123,837 564,091 476 6,082 695,065

2018年 0 164,243 859,161 574 15,415 1,039,394

2019年 2,695 256,906 1,361,967 1,301 36,552 1,659,421

2020年 978 295,105 1,773,184 876 47,861 2,118,003

2021年 1,119 420,204 1,857,630 859 52,732 2,332,544

2022年 1,304 432,474 2,203,236 632 51,489 2,689,135

2023年 1,153 435,307 2,235,343 618 64,803 2,737,224

（注） 2015年から2023年までの期間で、タリフライン「02011000」に分類される生鮮・冷蔵した枝肉及び半丸枝肉に関する輸入実績は確認されなかった。

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。

単位：トン
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（３）牛肉の輸入価格

• 中国における牛肉の平均輸入価格（CIF、運賃・保険料込
み価格）は上昇傾向が続いている。
しかし、2023年は世界的な牛肉価格の低下が影響し、1
㎏当たりの平均輸入価格は5.19米ドルとなり、2022年の
ピーク時より1.41米ドル（21.4％）低下した。一方で、
十年前の2013年に比べては20.4％増加している。

• タリフライン別牛肉の平均輸入価格を見ると、生鮮・冷
蔵品は冷凍品よりも高い傾向がある。特に、生鮮・冷蔵

した骨付き牛肉の価格が最も高い。
生鮮・冷蔵した骨付き牛肉の価格が高騰している理由は、
骨付き牛肉自体が希少であるためであり、2023年には
25.18米ドルとなり、2015年に比べて3.4倍も高くなっ
ている。

■牛肉の平均輸入価格の推移（2010年～2023年）

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。

■タリフライン別牛肉の平均輸入価格（2023年）
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（４）牛肉の輸入相手国

• 中国の牛肉輸入相手国は、2015年には10か国であったが、
2022年には25か国、そして2023年には24か国と変遷し
ている。

• 2023年において、数量・金額の両面で中国の牛肉の最大
の輸入相手国はブラジルであり、次いでアルゼンチン、
ウルグアイがこれに続いている。これら南米の3か国が中
国の牛肉輸入の約7割を占めている。

• さらに、2023年の牛肉輸入相手国を2015年と比較する
と、ブラジルからの輸入量は2015年の6万トン弱から
2023年には118万トンと約20倍に増加した。同様に、ア
ルゼンチンからの輸入も2018年から急速に増加している。

一方で、2015年に最も多く輸入したオーストラリアの輸
入量は2023年には23万トンで、ブラジルなどに比べ変動
がありつつも急激な伸びは見られない。

• 2023年の牛肉輸入相手国別の平均輸入価格を見ると、最
も高いのはイタリアで、1㎏当たり21.9米ドル。一方で、
最多の輸入相手国であるブラジルの平均価格は1㎏当たり
5.07米ドルであり、輸入全体平均の5.2米ドルよりやや
低い水準にある。 

■牛肉の主要な輸入相手国の変化（数量ベース）（2015年と2023年）

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。
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（１）主な牛肉ブランド

各種ウェブ情報によると、中国市場で比較的知名度の高い牛肉製品ブランドとしては以下のようなものがある。

■牛肉の主なブランド

ブランド名：科爾沁

・内蒙古科爾沁牛業股分有限公司（http://www.nmcyh.com/）

内モンゴル自治区通遼市に本社を置いており、牛の育種、繁殖、
肥育、と畜処理加工、牛肉製品加工（精肉など）を一貫して
行っている。同社の左后旗分公司は、年間と畜処理能力20万頭、
生鮮、冷凍牛肉4万トンの生産規模を有している。また、左中旗
でも年間と畜処理能力10万頭、生鮮、冷凍牛肉２万トン、5万
トン牛肉加工製品の新工場も建設している。

通遼市では70年前から黄牛の品種改良を行い、地元の黄牛を三
河牛やシーメンタル種に向上させ、中国シーメンタル種（草原
類型群）を育成した。科爾沁地域は長年、雌牛の発祥地として、
取引地としての役割を果たしている。

ブランド名：秦宝牧業

・陝西秦宝牧業股分有限公司

本社を陝西省楊凌農業高新技術産業示範区に構え、陝西糧農グ
ループの一員。同社は牛の育種、繁殖、肥育、と畜処理加工、
そして牛肉製品の加工（牛肉の干し肉、加熱処理された醤油漬
け牛肉、牛肉弁当など）まで一貫した業務を展開している。ア
ンガス、秦川牛など、約6,000頭の肉用牛を飼養している。

ブランド名：恒都

・重慶恒都農業集団有限公司（https://www.hdnychina.com/）

本社を重慶市豊都県に構え、牧草の栽培から肉用牛の繁殖、飼
育、と畜処理加工、食肉輸入までを手がけている。2022年の売
上高は376,919万元に達した。

同社は重慶市豊都県及び河南省泌陽県にと畜処理加工工場を有
し、牛の年間と畜処理加工能力は計20万頭、牛肉5万トン。中
でも、河南省泌陽県に所在すると畜・加工工場は年間と畜処理
能力が10万頭あり、2022年のと畜実績は21,761頭であった。

ブランド名：皓月

・吉林省長春皓月清真肉業股分有限公司（http://www.china-haoyue.com/）

本社を吉林省長春市に構え、飼料加工から牛の飼養、と畜処理
加工、食肉加工製品、皮革加工まで幅広い事業を展開している。
牛の年間と畜処理能力は100万頭、羊は200万頭。加熱処理食肉
加工製品の生産能力は10万トン、飼料加工能力は60万トン、皮
革加工能力は50万枚。

ブランド名：世魁

・衛輝世魁清真肉制品有限責任公司（http://www.hnskry.com/）

本社は河南省新郷市西華県に位置し、主に牛のと畜処理と牛肉
製品加工に従事している。牛のと畜処理能力は10,000頭であり、
2022年のと畜実績は1,795頭。

牛肉製品には加熱処理済みの味付牛肉や各種味付の干し牛肉、
生鮮・冷凍牛肉等がある。

ブランド名：大庄園

・大庄園肉業集団股分有限公司（ http://www.dazhuangyuan.com/）

本社は黒竜江省肇東市経済開発区に拠点を構え、牛や羊のと畜
処理、精肉加工、加熱処理食肉製品、店舗販売、及び輸出入業
務を展開している。



１．中国の牛肉の需給構造分析

1-5 牛肉の流通・消費動向

20

（２）牛肉の推定消費量

• 2023年の中国の牛肉推定消費量は1,027万トンで、
2010年の509万トンと比較して倍増し、13年間の年平均
成長率（CAGR）は5.5％に達している。

• ヒアリングによれば、中国国内での牛肉の消費量増加に
関する主な要因は、以下の点が挙げられる。
〇所得の増加に伴う食習慣の変化：中国の所得増加に伴
い、肉食の習慣が変化している。過去には主に豚肉が主
流であったが、一部の人々は豚肉よりも高価な牛肉を定
期的に摂るようになっている。
〇食事の西洋化の影響：グローバルな食文化の影響によ
り、ステーキやハンバーグなどの牛肉料理が一般的にな
り、これが日常の食事に組み込まれている。
〇食肉の安全性への重要視：アフリカ豚熱の発生により、

一部の消費者は豚肉の安全性に疑念を抱き、より安全と
考えられる牛肉を選好するようになった。
〇外食の増加：外食の頻度が増えており、外食時には比
較的高価な牛肉料理が注文される傾向が見られる。これ
が牛肉の消費を促進している。
〇焼き肉・串焼き市場の拡大：中国において焼き肉や串
焼きの店舗数は約50万店と言われている。最近では、山
東省の「淄博焼烤」（バーベキュー）が注目を集め、1日
に1万本以上の串焼きが販売され、一晩で1頭分の牛肉が
売れるなど、成功事例が見られる。これが牛肉の人気を
後押ししている。

• 今後、中国の牛肉消費量はさらに増加し、2032年には
1,096万トンに達すると予測されている。

■牛肉の推定消費量の推移（2010年～2023年）
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国内の牛肉需要が増え、それに応じて国内生産も拡大。特に輸入量が急増中。

（注） 推定消費量は、国内生産量と輸入量の合計から輸出量を差し引いた量を指す。

(出所) 矢野経済研究所が作成。
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（３）牛肉の輸入依存度

• 2023年の牛肉推定消費量は1,027万トンで、そのうち国
内生産量が753万トン、輸入量が274万トンであった。こ
の結果、牛肉の自給率は73.3％となり、輸入依存度は
26.7％と過去最高に達した。

• 中国の牛肉の輸入依存度は年々増加しており、2032年に
は28.6％に達すると予測されている。
この増加の要因は、国内の牛肉需要が拡大しており、そ
れに対応するために国内生産が増加しているものの、需

要の拡大に追いつかず、不足分を補うために輸入に頼っ
ていることが挙げられる。

■牛肉の輸入依存度の推移（2010年～2023年）
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(出所) 矢野経済研究所が作成。
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（４）牛肉の1人当たりの家計消費量

• 2022年の中国における牛肉1人当たりの家計消費量（購
入量）は2.5kgで、前年と同量であった。牛肉は食肉全体
のうち5.4％を占めており、豚肉（58.1％）に比べて低
い割合である。

• 2013年から2022年までの牛肉の1人当たりの家計消費量
は、年平均成長率（CAGR）が5.8％となり、食肉の中で
は最も急速に成長している。

• 2022年の都市部と農村部では、牛肉の家計消費量に大き

な差があり、都市部の方が農村部の2倍多く消費している。

• 地域別では、チベットが23.0kg/人で最も多く、山西省
が0.8kg/人で最も少ない消費量となっている。

• 牛肉の家計消費量は、経済格差、牛肉消費習慣の普及度、
地元の食文化に大きく左右される。

■牛肉の1人当たり家計消費量の推移（2013年～2022年）
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(出所) 各年次の「中国統計年鑑」のデータを整理して作成。
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（１）牛肉需給の長期予測

• 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」によれば、今後の10
年間にわたり中国国内の牛肉の生産能力が確実に拡大し、供給能
力が向上する見通し。政府の政策支援と市場の需要拡大が飼育頭
数の増加を促進し、品種改良によって肉用牛の生産性が向上する
ことで、国産牛肉の供給量が安定して増加すると予測されている。

• 2023年から2027年までの5年間では、牛肉の生産量が比較的高

い伸び率（年平均1.2％）で増加し、2027年には761万トンに達

すると予測されている。その後の2028年から2032年までの5年

間では、生産規模拡大が資源や環境負荷に制約を受けつつ、牛肉

の生産量が比較的低い伸び率（年平均0.6％）で拡大し、2032年

には784万トンに達すると予測されている。

• 今後の10年間において、個人所得の増加や食肉消費習慣の変化な

どが背景となり、牛肉の消費需要が着実に増加すると予測されて

いる。2023年から2027年までの5年間では、牛肉の消費量が比

較的高い伸び率（年平均1.6％）で増加するが、その後の2028年

から2032年までの5年間では、高齢化の進行や人口減少の影響な

どを考慮し、牛肉の消費量が比較的低い伸び率（年平均0.9％）

で増加し、2032年には1,096万トンに達すると予測されている。

• 今後の10年間において、国内牛肉需要の拡大に伴い、牛肉の輸入

量も着実に増加する見込み。2023年から2027年までの5年間で

は、牛肉の輸入量が比較的高い伸び率（年平均2.4％）で増加す

ると予測されている。その後の2028年から2032年までの5年間

では、国内供給能力の増加により、牛肉の輸入量が比較的低い伸

び率（年平均0.9％）で増加し、2032年には313万トンに達する

と予測されている。

■中国の牛肉の需給予測（2022年～2032年）
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（注） ①消費量＝国内生産量＋純輸入量（輸入量-輸出量） ②2022年のデータは実績値であり、2023年から2032年までのデータは予測値。

(出所) 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」に基づき作成。その展望報告は2023年4月に農業農村部市場事前予報専門家委員会によって公表された。
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（２）牛肉消費構造の長期予測

• 牛肉の消費量は、以下の3つに分類される。
〇直接消費：生鮮の牛肉（骨付牛肉が含まれる）の消費
〇加工消費：加熱加工品や調理済み、または半調理済みの牛肉
加工製品などの消費
〇その他：直接消費及び加工消費以外の消費、ならびにと畜、
加工、流通などの過程での損失量

• 牛肉の総消費が増加している中で、直接消費と加工消費の両方
が拡大しているが、特に加工消費の割合が増加している傾向が
見られる。2022年の12.8％から2032年には16.4％に向上す

ると予測されている。

• この加工消費の伸びには、個人所得の増加や料理の多様性・利
便性への需要が影響しており、牛肉加工食品（干し肉や缶詰な
ど）、ビーフジャーキーなどのおつまみ、そして市場で広がる
「預製菜」（調理済み・半調理済み製品）の需要が拡大してい
る。具体的な例として、しゃぶしゃぶ用牛肉セット、味付け牛
肉と野菜の炒めセットなどが挙げられる。これらのトレンドが
加工消費の割合の増加に寄与している。

■中国の牛肉消費構造予測（2022年～2032年）
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（注） 2022年のデータは実績値であり、2023年から2032年までのデータは予測値。

(出所) 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」に基づき作成。その展望報告は2023年4月に農業農村部市場事前予報専門家委員会によって公表された。



25

２．中国の豚肉の需給構造分析



２．中国の豚肉の需給構造分析

2-1 豚の生産動向

26

（１）豚の総飼養頭数

• 中国国内における豚の総飼養頭数は基本的に安定してい
るが、豚周期（豚肉価格と飼養頭数が約3～4年サイクルで変

動する傾向、直近は2018年から2022年4月）やアフリカ豚
熱、新型コロナ感染症などの影響を受け、2019年から
2020年にかけて一時的に減少した。
ただし、2021年には前年比110.5％の44,922万頭に増
加し、2022年には45,256万頭、2023年には43,422万
頭と、市場の需給に応じて通常の生産に戻っている。

• 中国では各地で豚の生産が行われている。その中でも、
総飼養頭数の多い地域は、河南省、四川省、湖南省、雲
南省、山東省の5省である。
これらの地域は、いずれも農業が盛んで、豊富な飼料資
源と広い土地を有しており、豚の飼育に適した環境と
なっている。

■豚の総飼養頭数の推移（2010年～2023年）
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（注） 「豚の総飼養頭数」は、年末に飼われている豚の総頭数を指す。これには、15㎏以下の子豚、育成中の肉豚、種豚（雌、雄）が含まれている。

(出所) 中国国家統計局（National Bureau of Statistics of China、NBS）のデータに基づき作成。
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（２）肉豚の出荷頭数

• 肉豚の出荷頭数は、自家で屠畜された肉豚の数及び他者
（企業や個人）に販売された肉豚の総数を指す。ただし、
販売された子豚や育成豚、種豚の数は含まれていない。

• 2018年のアフリカ豚熱や2019年のコロナ感染症の拡大
などにより、国内の豚出荷頭数は一時的に大きな変動が
あった。しかし、2021年以降は徐々に回復し、2023年
においては肉豚出荷頭数が前年比3.8％増の72,662万頭
となり、2010年以来の2番目に高い水準に達している。

■肉豚の出荷頭数の推移（2010年～2023年）

(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。
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（３）豚肉の生産量

• 中国の豚肉生産量は、基本的に安定している。豚周期
（豚肉価格と飼養頭数が約3～4年サイクルで変動する傾
向、直近は2018年から2022年4月）やアフリカ豚熱、新
型コロナ感染症の影響により、2019年から2020年にか
けて国内の生産は一時的に減少したが、2021年以降は回
復の兆しを見せ、2014年以来の高い水準に達した。

• 2021年9月に発表された「生豚の生産能力の調整制御実
施プラン」 （暫定）では、2020年～2025年の間に全国

の豚肉生産量が5,500万トンを通常の平年の生産量とし
て示されている。
2023年の実績は5,794万トン であり、この数字は国の想
定値を上回っている。これは2023年の豚の市場価格の下
落や豚生産者の経営悪化の一因となった。

• 2023年に中国の食肉全体（家畜肉、家禽肉）の生産され

た量は9,641万トンで、豚肉が全体の60.1％を占め、最

も多く生産された肉類である。

■豚肉の生産量の推移（2010年～2023年）

（注） 豚肉生産量＝肥育豚出荷頭数×１頭当たりの平均生体重量×枝肉歩留り率

(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。
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（１）肉豚の飼養戸数

• 2021年末の肉豚飼養戸数は、年50頭未満出荷する生産者
の急減により、2011年の35％まで減少しました。

• 2021年の飼養戸数構成を見ると、年50頭未満出荷する飼
養戸数が全体の93.5％を占め、一方、年500頭以上出荷
する飼養戸数は1％程度にとどまっている。

• 近年、環境保護政策の強化、耕作地の不足、アフリカ豚
熱などの伝染病の増加、生豚価格の急激な変動、食品安
全対策の加速などが養豚業界に影響を与え、小規模生産

者の撤退が顕著になっている。この結果、養豚産業は標
準化、規模化、現代化が進んでおり、大規模農場による
効率的な生産体制が確立されつつある。

■肉豚の飼養戸数の推移（2011年～2021年）

出荷規模別 飼養戸数 構成比

1～49頭 18,792,785 93.50

50～99頭 706,476 3.51

100～499頭 423,810 2.11

500～999頭 95,304 0.47

1,000～2,999頭 53,276 0.27

3,000～4,999頭 14,508 0.07

5,000～9,999頭 8,072 0.04

10,000～49,999頭 4,854 0.02

50,000頭以上 849 0.00

計 20,099,934 100.00

単位：戸、％

(出所) 各年次の『中国畜牧獣医年鑑』のデータに基づき作成。
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（２）肉豚肥育経営の収益性

• 中国の養豚経営の収益性と生産費に関する統計によると、
年間飼養頭数が30頭以下の飼育規模の生産者は零細経営
に分類される。

• 2023年の零細な肉豚肥育経営の1頭当たりの所得はマイ
ナス239元となり、前年の320元から大幅に低下した。こ
れは2010年以降で2番目に低い水準となっている。

• 2018年8月ごろのアフリカ豚熱による国内供給不足の影
響で、2019年と2020年の生体取引価格が急速に上昇し

た。これにより、養豚経営の所得はこの2年間で最も高水
準に達した。
しかし、2021年以降、肉豚や子取り用雌豚の飼養頭数は
通常の水準に戻る一方で、肉豚の出荷価格は低下してい
る。その結果、肥育豚1頭当たりの所得も低下している。

• 2010年から2023年までの零細な肉豚肥育経営の1頭当た
りの所得推移を見ると、所得の変動が大きく、14年間の
間、半数以上の年に赤字経営となっている。

■零細な肉豚肥育経営における1頭当たりの収益性の推移（2010年～2023年）

年次 全算入生産費 所得 所得率

2010年 1,250 91 7.3

2011年 1,576 378 24.0

2012年 1,778 △ 32 △ 1.8

2013年 1,853 △ 106 △ 5.7

2014年 1,844 △ 242 △ 13.1

2015年 1,835 △ 8 △ 0.4

2016年 2,051 164 8.0

2017年 2,007 △ 180 △ 9.0

2018年 1,873 △ 236 △ 12.6

2019年 1,980 638 32.2

2020年 2,914 1,233 42.3

2021年 2,709 △ 123 △ 4.5

2022年 2,137 320 15.0

2023年 2,258 △239 △10.6

(注) ①所得率＝所得÷全算入生産費×100％ ②全算入生産費は、地代を含む生産費を指す。

単位：元/頭、％

(出所) 農業農村部の各種公開資料を整理して作成。
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（２）肉豚肥育経営の収益性

• 中国の養豚経営の収益性と生産費に関する統計によると、
年間飼養頭数が30頭を超える飼育規模の生産者は、大規
模・中規模・小規模規模の肉豚飼育経営に分類される。

• 2023年の大中小規模の肉豚肥育経営の1頭当たりの所得
はマイナス99元となり、前年の460元から大幅に低下し、
2010年以降で最低水準に達している。

• 2010年から2023年までの大中小規模の肉豚肥育経営の1
頭当たりの所得推移を見ると、年によって変動が大きい

ものの、14年間のうち赤字経営となったのは2年のみで
ある。これは、規模化による生産コストの削減と所得向
上のメリットが、零細な肉豚飼育経営に比べて発揮され
ていることを示している。

■大中小規模の肉豚肥育経営における1頭当たりの収益性の推移（2010年～2023年）

(注) ①所得率＝所得÷全算入生産費×100％ ②全算入生産費は、地代を含む生産費を指す。

単位：元/頭、％

(出所) 農業農村部の各種公開資料を整理して作成。

年次 全算入生産費 所得 所得率

2010年 1,170 140 12.0

2011年 1,470 457 31.1

2012年 1,588 133 8.4

2013年 1,617 104 6.4

2014年 1,592 △ 14 △ 0.8

2015年 1,605 217 13.6

2016年 1,810 414 22.9

2017年 1,727 115 6.7

2018年 1,585 10 0.7

2019年 1,797 828 46.1

2020年 2,699 1,553 57.5

2021年 2,488 108 4.3

2022年 2,060 460 22.3

2023年 2,179 △ 99 △ 4.5
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• 零細な肉豚肥育経営（年間飼養頭数が30頭以下の飼育規

模）の肥育豚1頭当たりの生産費は増加傾向にある。

2016年には2,050元であったが、2021年には2,709元に

上昇した。

• 生産費は物財費（素畜費、飼料費、水道光熱動力費、医

薬品、機具材料費など）と労働費で構成される。2021年

の生産費の内訳を見ると、素畜費が37.3％、濃厚飼料費

が40.0％、労働費が18.9％を占めている。

• 素畜費は市場の需給によって大きく変動する。素畜の1kg

当たりの導入費は、2016年には36.5元、2020年には

76.7元、2021年には60.4元と大きく変動した。

■零細な肉豚肥育経営における1頭当たりの生産費の推移（2016年～2021年）

（注）
①「素畜費」は、素畜そのものの価額と、素畜の購入に要した諸経費を合算したものである。自家生産の素畜については、その地域の市価に基づいて評価している。
②濃厚飼料には穀類、豆類、配合飼料、混合飼料、ふすま、大豆かす、飼料添加物などが含まれる。

(出所) 各年次の「全国農産品成本収益資料滙編」などを基に作成。

（３）肉豚肥育経営の生産費
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• 大中小規模の肉豚肥育経営（年間飼養頭数が30頭を超え

る飼育規模）では、肥育豚1頭当たりの生産費が増加して

いる。2011年には1,467元であったが、2021年には

2,484元に上昇している。

• 生産費は物財費（素畜費、飼料費、水道光熱動力費、医

薬品、機具材料費など）と労働費から構成される。2021

年の生産費の内訳を見ると、素畜費が40.4％、濃厚飼料

費が47.8％、労働費が7.5％を占めている。

• 大中小規模肉豚肥育経営の労働時間単価に関して、家族

労働時間単価は2016年の81.4元/日から2021年に92.2

元/日に上昇し、雇用労働時間単価も2016年の92.0元/日

から2021年に119.3元/日に上昇している。

■大中小規模の肉豚肥育経営における1頭当たり生産費の推移（2011年～2021年）

(出所) 各年次の『中国畜牧獣医年鑑』などを基に作成。

（３）肉豚肥育経営の生産費
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（１）主な養豚企業グループ

公開資料によれば、中国において主な養豚企業グループは以下の通りである。

■養豚企業グループのランキング（上位20社）（2022年生豚出荷頭数順）

順位 社名 本社所在地
生豚出荷頭数
（2022年）

1 牧原食品股分有限公司（Muyuan） 河南省南陽市 6,120

2 温氏食品集団股分有限公司（WENS） 広東省雲浮市 1,800

3 新希望六和股分有限公司（New Hope Liuhe） 四川省綿陽市 1,460

4 正大投資股分有限公司（Chia Tai I） 北京市 1,100

5 双胞胎（集団）股分有限公司（Twins） 江西省南昌市 930

6 江西正邦科技股分有限公司（Zhengbang ） 江西省南昌市 850

7 福建傲農生物科技集団股分有限公司（Aonong） 福建省厦門市 520

8 四川德康農牧食品集団股分有限公司（Dekon） 四川省成都市 500

9 広西揚翔股分有限公司（Yangxiang） 広西自治区貴港市 480

10 北京大北農科技集団股分有限公司（Dabeinong） 北京市 445

11 天邦食品股分有限公司（Tech-Bank） 浙江省宁波市 440

12 中糧家佳康食品有限公司（COFCO Joycome） 北京市 410

13 広東海大集団股分有限公司（Haid） 広東省広州市 320

14 広西桂墾牧業有限公司（Guiken） 広西自治区南寧市 300

15 山西大象農牧集団有限公司（Daxiang） 山西省呂梁市 270

16 唐人神集団股分有限公司（Tangrenshen） 湖南省株洲市 220

17 天康生物股份有限公司（Tecon） 新疆烏魯木斉市 205

18 湖南新五豊股分有限公司（New Wellful） 湖南省長沙市 200

19 桂林力源糧油食品集団有限公司（liyuan） 広西自治区桂林市 195

20 佳和農牧股分有限公司（Jiahe） 湖南省長沙市 170

単位：万頭

（注） 上表の「生豚出荷頭数」には肉豚、子豚、種豚の頭数が含まれている。

(出所) 各種公開資料を基に作成。
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（２）豚の生産に関連する価格

• 中国の肉豚出荷価格は、子豚や二元交雑母豚の取引価格
と連動して変動している。
2019年にアフリカ豚熱が発生し、子取り用雌豚の飼養頭
数が大幅に減少したため、2020年には子豚の市場価格が
最高値に達した。2024年1月には、子豚の取引価格が1㎏
当たり23元となり、2020年8月のピーク時の価格（1㎏
当たり109元）の21％までに低下している。

• 下図は、中国の生豚取引市場の周期的な特徴を示してい
る。2019年から2022年にかけて、アフリカ豚熱などの
影響で、2019年の肉豚出荷頭数が減少した。その結果、
2020年には生豚の平均販売価格が急騰し、1㎏当たり34

元に達した。また、2020年には豚の生産能力が徐々に回
復していきたが、初期の生産不足が大きかったため、供
給不足状態が続き、価格は高水準を維持していた。2021
年には豚の生産能力が基本的に回復し、市場の供給も改
善され、生豚の価格は下降傾向にあった。2022年には豚
の生産能力が完全に回復し、出荷用肉豚の価格もさらに
下がり、年平均で1㎏当たり19.5元にとなった。そして、
2023年はさらに低下し、年平均で1㎏当たり15.4元まで
下落した。

■子豚・二元交雑母豚・出荷用肉豚の価格の推移（2018年1月～2024年1月）

(出所) 農業農村部の公開資料 のデータを整理して作成。
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（注）
2018年1月から2020年2月までのデータは月次ではなく、不特定の週次データである。そして、2020年3月から2024年1月までのデータは、
各月の週の平均値に基づいている。
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（２）豚の生産に関連する価格

• 中国の農業農村部は、全国の200か所の農産物卸市場か
ら収集した豚枝肉の月次平均卸価格を公表している。
2023年の豚枝肉の平均卸価格は1㎏当たり20.8元で、前
年比18.9％低下した。

• さらに、2011年から2022年までの豚枝肉の年間平均卸
価格を見ると、中国国内のアフリカ豚熱及び新型コロナ
感染症の影響を大いに受けた2020年に豚枝肉の平均卸価
格がピークに達し、その後低下傾向にある。

■ 全国200農産物市場における豚枝肉の年平均市場卸価格の推移（2010年～2023年）
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(出所) 農業農村部が公開した月次データを基に算出して作成した。
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（３）品種・育種施設

■豚の品種について

• 2021年版の「国家家畜・家禽遺伝資源品種目録」によ
れば、中国の豚の品種には、在来種（83種）、交雑種
（25種）、系統交配種（14種）、海外導入種（6種）、
海外導入系統交雑種（2種）が存在している。

• 中国は2009年から豚の遺伝的改良計画を進め、育種体
系の構築や繁殖集団の生産性向上、品種改良・新品種
育成に力を入れている。2021年には新しいラウンドの
「全国生豚遺伝的改良計画（2021～2035年）」 が始
まり、引き続き赤身肉型の改良や新品種の育成、在来
種の選抜育が重要視されている。

• 中央政府が認定した豚の中核育種場が飼養している豚
の品種かみると、主には大ヨークシャー種、ランド
レース種、デュロック種がある。

• 2021年、中国全土には豚の育種場（雌、雄両方飼養し
ている）が合計4,323施設存在した。その中で、施設
数や飼養頭数などの数が最も多いのは広東省や四川省
などが挙げられる。
そのほかに、全国で計803か所の種雄豚センターも設
置されている。

• 2022年末時点で、中央政府が認定した豚の中核育種場
は合計103施設ある。
例えば、牧原食品股分有限公司や赤峰家育種豚生態科
技集団有限公司、広東温氏種豚科技有限公司などがそ
の一例。これらの企業は主には大ヨークシャー種、ラ
ンドレース種、デュロック種を飼養している。
また、中央政府が認定した豚の中核育種場で在来種を
飼養している企業には、
浙江加華種豚有限公司（品種：金華豚）
重慶琪泰佳牧畜禽養殖有限公司（品種：荣昌豚）

などが挙げられる。

■豚の育種場について
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（１）豚肉の輸入量

• 中国は豚肉の生産大国ではあると同時に、消費大国でもある。
2000年から2007年までは豚肉の純輸出国であったが、国内供
給の変動や欧米主要豚肉輸出国との養豚コストの格差などの理
由により、輸入が増加し、2008年以降現在に至るまでは豚肉
の純輸入国となっている。特に2018年8月ごろに中国国内でア

フリカ豚熱が発生し、豚の大規模な殺処分が行われたため、国
内の豚肉の供給が大幅に不足し、その結果、豚肉の輸入量は
2020年にピークに達した。しかし、2021年以降国内の豚肉生
産の正常化に伴い、2022年の豚肉の輸入量は174万トンで、
2023年は154万トンと低下している。

■豚肉輸入量の推移（2010年～2023年）

タリフライン 品名（仮訳）（日本語）

関税率

基本 WTO協定

02031110 子豚の枝肉・半丸枝肉（生鮮・冷蔵） 70％ 20％

02031190 その他の枝肉・半丸枝肉（生鮮・冷蔵） 70％ 20％

02031200
骨付きのもも肉・肩肉及びこれらを分割し
たもの（生鮮・冷蔵）

70％ 20％

02031900 その他の豚肉（生鮮・冷蔵） 70％ 20％

02032110 子豚の枝肉・半丸枝肉（冷凍） 70％ 12％

02032190 その他の枝肉・半丸枝肉（冷凍） 70％ 12％

02032200
骨付きのもも肉・肩肉及びこれらを分割し
たもの（冷凍）

70％ 12％

02032900 その他の豚肉（冷凍） 70％ 12％
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豚肉の輸入・輸出計算に使用される品目

（注） この表では経済連携協定（EPA）の関税率は省略している。 (出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。
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2018年8月ごろ、中国国内でアフリカ豚熱が発生
し、豚の大規模の殺処分が行われたため、国内の
豚肉の供給が不足した。その結果、豚肉の輸入量
は2020年にピークに達した。
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（２）豚肉の輸入品目

• 2015年から2023年の輸入豚肉のうち、冷凍品は99％を
占めた。

• また、2023年のタリフライン別では、「骨付きのもも
肉・肩肉及びこれらを分割したもの」が24％、「その他

のもの」（部分肉）が76％を占めた。

■タリフライン別の豚肉輸入量の推移（2015年～2023年）

年次

冷凍した豚肉 生鮮または冷蔵した豚肉

輸入量計02032110
（子豚の枝肉・
半丸枝肉）

02032190
（その他の枝肉・半丸枝

肉）

02032200
（骨付きのもも肉・肩肉及び
これらを分割したもの）

02032900
（その他のもの）

02031200
（骨付きのもも肉・肩肉及び
これらを分割したもの）

02031900
（その他のもの）

2015年 0 456 244,558 532,466 0 25 777,505

2016年 0 1,765 529,880 1,088,521 25 0 1,620,192

2017年 0 384 395,825 820,524 19 5 1,216,757

2018年 0.03 0 348,426 844,380 8 14 1,192,828

2019年 20 1,058 477,597 1,515,487 0 5 1,994,167

2020年 3 3,673 1,054,716 3,238,490 307 4,608 4,301,796

2021年 1 2,836 1,060,036 2,508,381 33 1,320 3,572,606

2022年 0.64 0 479,815 1,262,610 0 5 1,742,431

2023年 0 0
364,155 1,176,470

0
6

1,540,631

（注）
2015年から2023年までの期間で、タリフライン「02031110」に分類される子豚の枝肉・半丸枝肉（生鮮・冷蔵）及び「02031190」に分類されたそ
の他の枝肉・半丸枝肉（生鮮・冷蔵）に関する輸入実績は確認されなかった。

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。

単位：トン
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（３）豚肉の輸入価格

• 中国における豚肉の平均輸入価格（CIF、運賃・保険料込
み価格）は、国内生産量の変動に大きく影響されている。

• 2019年から2021年までの3年間は、2018年ごろのアフ
リカ豚熱の発生と2019年からの新型コロナ感染症の流行
による国内豚肉生産不足が影響し、輸入豚肉の平均単価
が上昇した。特に2021年は1㎏当たり2.76米ドルに達し、
2011年に比べて53％も上昇した。
しかし、2022年は前年比約20％減の2.2米ドル、2023

年は前年比2.7％増の2.26米ドルとなっている。

• 2023年の豚肉の輸入品目は３つある。そのなかで、輸入
量が最も多い「その他の豚肉（冷凍）」の平均単価は1㎏
当たり2.32米ドルである。

■豚肉の平均輸入価格の推移（2015年～2023年）

2.26 

2.20 

2.77 

2.76 

2.26 

1.74 

1.83 

1.97 

1.86 

1.86 

1.81 

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0

2023年

2022年

2021年

2020年

2019年

2018年

2017年

2016年

2015年

2014年

2011年

（米ドル/㎏）

2.08 

2.32 

10.62 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0

02032200

（骨付きのもも肉・肩肉およびこれらを

分割したもの）（冷凍）

02032900

（その他の豚肉）（冷凍）

02031900

（その他の豚肉）（生鮮または冷蔵）

（米ドル/㎏）

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。

■タリフライン別豚肉の平均輸入価格（2023年）
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（４）豚肉の輸入相手国

• 2015年には中国の豚肉輸入相手国は14か国であったが、
2022年には18か国、2023年には17か国となった。

• 2022年及び2023年の豚肉輸入相手国を見ると、数量・
金額の両面で最大の輸入相手国はスペインとブラジルで、
この2か国が中国の豚肉輸入の50％以上を占めている。

• 2015年、2016年、2018年に豚肉の最大な輸入相手国で
あるドイツは、2020年までに比較的重要な輸入相手国で
ある地位を維持していたが、ドイツでのアフリカ豚熱の
影響により、2021年には豚肉の輸入量が0.2万トンと激
減し、2022年及び2023年にはゼロになった。

• 豚肉の輸入相手国を地域別に見ると、2015年にはヨー

ロッパが全体の75％、北米が21％、南米が4％であった
が、2022年にはヨーロッパが57％、南米が28％、北米
が15％となり、南米からの輸入割合が大幅に増加した。
また、2023年にはヨーロッパが52％、南米が32％、北
米が17％となり、南米からの輸入割合が引き続き増加し
ている。

■豚肉の主要な輸入相手国の変化（数量ベース）（2015年と2023年）

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。
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154万トン
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（１）豚のと畜状況

• 中国では、「豚と畜管理条例」に基づき、豚のと殺・解
体事業は許可制となっている。

• 現地ヒアリングによれば、2023年末時点で許可された豚
のと畜場は約5,550施設あり、そのうち年間と畜頭数が2
万頭以上の施設は約2,000施設弱で、全体の約35％を占
めている。

• 農業農村部は、全国の大中規模豚と畜場（年間と畜頭数
が2万頭以上）に関するデータを公表している。
2023年の大中規模豚と畜場による豚のと畜頭数は
34,371万頭で、前年同期比で20.4％増加している。

• 2019年から2020年にかけて、中国国内でのアフリカ豚

熱や新型コロナウイルスの感染拡大により、肉豚の出荷
頭数減少やと畜場の稼働率低下が主な要因で、と畜頭数
は減少した。

• 中国政府は家畜、家禽のと畜場の規模化経営に注力して
おり、「中国産業構造調整目録」（2019年版）では、年
間で豚のと畜処理能力が15万頭以下の新規プロジェクト
の建設は基本的に制限されている。

■大中規模豚のと畜場における豚と畜頭数の推移（2010年～2023年）

22,749 21,383 

16,258 

34,371 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

（万頭）

(出所) 農業農村部のデータに基づき作成。
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（2）豚肉の流通状況

• 現地ヒアリングによれば、2023年において大中規模の豚と畜

場（年間と畜頭数が2万頭以上の施設）でと畜処理された豚肉

は、流通形態別では常温生鮮豚肉が65％、冷蔵生鮮豚肉が

22％、冷凍豚肉が8％という割合であった。

• 近年、冷蔵生鮮豚肉の割合が増加しているが、一方で、常温の

肉、イコール新鮮という認識がまだ根強く、流通している常温

生鮮豚肉がまだ全体の6割以上を占めている実態がある。

• 2019年以降、養豚大手の企業である牧原食品股分有限公司や

温氏食品集団股分有限公司、新希望六和股分有限公司などが、

と畜処理加工事業に重点を置く傾向が顕著になってきた。

この背景には2018年のアフリカ豚熱が発生し、中国の養豚産

業の経営方式や事業構造に大きな影響が及んだことが挙げられ

る。生体豚の販売地域が制限され、政府が防疫措置の強化と現

代的なと畜産業を推進する方針を背景に、多くの企業が「生体

豚の輸送」から「豚肉の輸送」への移行を進めている。

■豚肉の流通企業事例

社名 2022年の会社の総売上高に占める主要事業・製品の割合

牧原食品股分有限公司（www.muyuanfoods.com） 養豚95.9％、と畜・豚肉加工品11.8％、飼料原料4.4％

新希望六和股分有限公司（www.newhopeagri.com） 飼料56.0％、養豚養鶏等28.6％、食肉加工7.7％

天邦食品股分有限公司（www.tianbang.com） 養豚72.4％、食品加工23.0％、飼料4.5％

中糧家佳康食品有限公司（www.cofcojoycome.com/） 生鮮豚肉36.7％、養豚35.1％、輸入食肉製品22.3％、食肉加工5.9％

天康生物股分有限公司
（www.tcsw.com.cn）

飼料33.1％、と畜・食肉加工製品22.7％、養豚6.3％、トウモロコシ買上業務
17.8％、動物用ワクチン 5.5％、たんぱく油脂加工10.5％

河南双滙投資発展股分有限公司
（www.shuanghui.net）

と畜業務（生鮮食肉製品）53.5％
食肉製品加工業務（包装食肉製品）43.5％

浙江華統肉製品股分有限公司
（www.huatongmeat.com）

と畜・食肉加工91.5％、養豚・養鶏5.2％

山東竜大美食股分有限公司（www.longdameishi.com） と畜・処理加工74.7％、食品加工10.3％、輸入貿易10％

山東得利斯食品股分有限公司
（www.delisi.com.cn）

冷蔵・冷凍食肉52.0％、預製菜（調理済み半製品・完成品）20.9％、牛肉輸入
販売11.6％、低温食肉加工製品（ハム等）9.2％

広東広弘控股股分有限公司
（www.ghkg000529.com）

冷凍食肉65.1％、書籍発行25.3％、冷凍倉庫の運営2.8％、養鶏養豚2.7％、豚
肉・鶏肉2.2％

(出所) 各種公開資料（上場企業のアニュアルレポートなどを整理して作成した。
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（３）豚肉の推定消費量

• 2023年、中国における豚肉の推定消費量は5,946万トン
であり、前年比で4.1％増加した。

• 2019年と2020年、中国国内のアフリカ豚熱の発生や新
型コロナ感染症の影響により、豚肉の国内生産量が一時
的に減少し、消費量も減少した。
ただし、2021年以降、豚肉の生産能力が回復し、通常の
水準にまで回復した。
特に2023年の豚肉生産量は2010年以降で最も高く、中

国国内の豚肉の推定消費量も2023年に最も高い水準と
なった。

■豚肉の推定消費量の推移（2010年～2023年）
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（万トン）

輸入量

生産量

推定消費量

（注） 推定消費量は、国内生産量と輸入量の合計から輸出量を差し引いた量を指す。

(出所) 矢野経済研究所が作成。
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（４）豚肉の輸入依存度

• 2023年の豚肉推定消費量は5,946万トンで、そのうち国
内生産量が5,794万トン、輸入量が154万トンであった。
この結果、豚肉の自給率は97.5％であり、輸入依存度は
2.6％であった。

• 過去の豚肉輸入の動向を見ると、2020年及び2021年の
一時的な状況を除いても、輸入依存度が増加している傾
向が見られる。
しかし、今後は食肉消費構造の変化や人口の減少などの

要因により、豚肉の消費量が減少すると予測されている。
2023年4月に公表された「中国農業展望報告」によると、
2032年には豚肉の消費量が減少し、その年の豚肉輸入依
存度が2.1％になるとの予測が出ている。

■豚肉の輸入依存度の推移（2010年～2023年）

(出所) 矢野経済研究所が作成。
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（５）豚肉の1人当たりの家計消費量

• 2022年の中国における豚肉1人当たりの家計消費量（購
入量）は26.9㎏で、前年比で6.7％増加している。
豚肉は食肉全体（1人当たり46.3㎏）のうち58.1％を占
め、最も多い肉類である。

• 2013年から2022年の豚肉の1人当たり家計消費量は、年
平均成長率（CAGR）3.5％で増加している一方、食肉に
占める割合は60.4％から58.1％と低下傾向にある。

• 2022年の全国の豚肉家計消費量は、都市部が1人当たり

26.0㎏、農村部が28.1㎏で、農村部のほうが2.1㎏多い。
この要因は、都市部の一部住民や所得の高い世帯が牛肉
や羊肉の消費を増やしたためと考えられる。

■豚肉の1人当たり家計消費量の推移（2013年～2022年） ■都市部・農村部別の豚肉家計消費量の推移（2013年～2022年）

(出所) 各年次の「中国統計年鑑」のデータを整理して作成。

26.9

25.2

18.2

20.3

22.8

20.1

19.6

20.1

20.0

19.8

0 10 20 30

2022年

2021年

2020年

2019年

2018年

2017年

2016年

2015年

2014年

2013年

（㎏/人）



２．中国の豚肉の需給構造分析

2-6 豚肉需給の長期動向分析

47

（１）豚肉需給の長期予測

• 2023年4月に農業農村部市場事前予報専門家委員会が発
表した「中国農業展望報告」によると、中国の豚肉生産
量は2023年から2032年までの9年間、年平均成長率
0.06％でわずかに増加し、5,570万トンから5,602万ト
ンに達すると予測されている。

• 一方、中国の人口は今後マイナス成長傾向が続くと予想
されており、長期的には豚肉の消費量も減少していく可
能性が高い。同様に、豚肉の消費量は2023年の5,765万
トンから2032年には5,719万トンに減少し、9年間の
CAGRはマイナス0.10％と予測されている。

• この予測に基づくと、中国の豚肉市場は今後以下のよう
な変化が予想される。
〇生産量の微増: 生産量は今後も増加傾向にあるものの、

その成長率は非常に低い。
〇消費量の減少: 人口減少の影響を受け、消費量は徐々に
減少していく。
〇需給関係の変化: 生産量の微増と消費量の減少により、
需給関係は徐々に緩和していく。

■中国の豚肉の需給予測（2022年～2032年）
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（注） ①消費量＝国内生産量＋純輸入量（輸入量-輸出量） ②2022年のデータは実績値であり、2023年から2032年までのデータは予測値。

(出所) 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」に基づき作成。その展望報告は2023年4月に農業農村部市場事前予報専門家委員会によって公表された。
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（２）豚肉消費構造の長期予測

• 豚肉の消費量は、大きく3つに分類される。
〇直接消費：生鮮の牛肉（骨付豚肉が含まれる）の消費
〇加工消費：加熱加工品や調理済み、または半調理済み
の豚肉加工製品などの消費
〇その他：直接消費及び加工消費以外の消費、ならびに
と畜、加工、流通などの過程での損失量

• 今後、豚肉全体の消費が減少する中で、加工消費は増加
すると予測されている。2023年から2032年の期間にお
いて、加工消費量は985万トンから1,263万トンに増加し、
9年間の年平均成長率（CAGR）は2.8％と予測されてい
る。

• 豚肉加工消費量の増加には、コールドチェーン物流の発
展やネット販売、即配の普及などの要因が寄与している。

これらの要因により、便利さ、時短性、料理しやすさな
どのニーズが高まっており、豚肉を食材とされる調理済
みや半調理済みの「預製菜」の製造が拡大していると考
えられる。

■中国の豚肉消費構造予測（2022年～2032年）
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（注） 2022年のデータは実績値であり、2023年から2032年までのデータは予測値。

(出所) 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」に基づき作成。その展望報告は2023年4月に農業農村部市場事前予報専門家委員会によって公表された。
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３．中国の鶏肉の需給構造分析
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〇 ハイブリット肉鶏

• ハイブリッド肉鶏は成長の早い大型のブロイラーを父鶏、採卵鶏
を母鶏とする交雑種。主な品種は「817肉鶏」など。

• 出荷日齢は消費需要に応じて異なり、一般的に50日で体重約1.5
㎏となる。飼料要求率は1.8～2.0。

• 現在、ハイブリッド肉鶏は鶏の丸焼き加工製品の主要原料として
用いられている。

• 生産コストが比較的低く、肉質も比較的良好えあること、また生
鶏の取引市場における制限が多いことから、ハイブリッド肉鶏の
冷蔵生鮮品市場は急速に拡大している。

• 主な生産企業は、山東奥祥禽業有限公司や河南森勝農牧有限公司
などが挙げられる。

〇 黄羽肉鶏

• 黄羽肉鶏は、中国原産の在来種で、地方品種を交配させて育成さ
れた品種。日本の地鶏の概念に近い概念のものと言える。

• 羽色は黄色だけでなく、赤色、褐色、白色、黒色、横斑など多様。
• 地方品種は100種類以上存在し、出荷体重によって大型、標準型、
小型に分けられる。また、出荷日齢によって高速成長型、標準型、
低速成長型にも分類される。

• 飼料要求率は品種によって異なり、およそ1.8～3.5の範囲。

• 地方品種の多くは低速成長型で、生きた鶏や処理された冷蔵生鮮
品が主な販売形態。

• 風味豊かなことから、家庭や中華料理店で主に使用される。特に
南方地域（広東省や広西自治区）のスープ料理など、地域の飲食
習慣に適している。

• 主な生産企業には、温氏食品集団股分有限公司（Wens）や江蘇
立華牧業股分有限公司（Lihua）などが挙げられる。

〇 白羽肉鶏

• 白羽肉鶏は、1980年代末に海外から導入された、食肉専用の雑
種鶏。日本におけるブロイラーの概念に近似している。
主要品種は海外産のAAプラス、Ross 308、Cobbなどであるが、
2021年末に国内産の「聖澤901」などが系統交配種に認定された。

• 一般的に、出荷日齢は約35日～42日で、体重は2.3～3.0㎏。

• 飼料要求率（1㎏体重増加に必要な飼料の量㎏）は1.6～1.8。
• 主な消費方式は処理、分割して販売されている。
• 主な生産企業は、禾豊食品股分有限公司（Wellhope）や福建聖
農発展股分有限公司（Sunner）などが挙げられる。

3-1 肉用鶏の生産動向
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（１）肉用鶏の種類

中国における肉用鶏の生産、流通、及び集計は、主に以下の3つの区分に基づいている。

■肉用鶏の種類区分
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（２）肉用鶏出荷羽数と鶏肉生産量

■肉用鶏の出荷羽数

• 中国政府は、鶏、鴨、ガチョウなどを含む家禽に関する出荷羽
数の統計データを公表しているが、鶏単独の出荷羽数は公表さ
れていない。

• ヒアリングによると、2022年の肉用鶏の出荷羽数は約130億
羽で、コロナ後の外食産業の回復などによる需要は回復しつつ
ある。しかし、世界情勢による飼料コストの増加、海外の鳥イ
ンフルエンザ発生、米国との国際便減少による白羽肉鶏原種
GPの導入量減少などが影響し、前年比約4％減少した。

• 2022年の肉用鶏出荷羽数ベースでは、白羽肉鶏が全体の約
50％、黄羽肉鶏が約30％を占めている。
2015年から2022年までの期間において、黄羽肉鶏の割合は減
少傾向にある。

• 黄羽肉鶏の割合減少の主な要因は、家庭消費が主である黄羽肉
鶏の消費低迷、飼料価格の高騰による零細な生産者の離農、一
部都市での生きた家禽販売の制限（食品安全及び公衆衛生上の
リスクなどの考慮）が挙げられる。

• 中国政府は、鶏、鴨、ガチョウなどを含む家禽に関する生産量
の統計データを公表しているが、鶏単独の生産量は公表されて
いない。

• ヒアリング結果によると、2022年の中国における鶏肉生産量
は約1,600万トンであった。このうち、白羽肉鶏が約60％、黄
羽肉鶏が約25％を占めている。

• 中国国内では、2019年から2020年にかけてアフリカ豚熱の影
響により豚肉の供給不足が発生した。このため、経済的で短期
間で供給可能な鶏肉が豚肉の代替品として需要が高まり、急速
に生産量が増加した。しかし、2022年には国内の豚肉の供給
増加や飼料価格の高騰などから、鶏肉の生産増加速度が鈍化し
ていると考えられる。

• 中国農業農村部の公開資料によれば、2022年の中国における
食肉の総生産量は9,328万トンである。そのため、鶏肉の生産
量が食肉全体に占める割合は約17％と推定され、中国の食肉
の中で豚肉（5,541万トン）に次いで第2位となっている。

■鶏肉の生産量

白羽肉鶏
57%黄羽肉鶏

25%

ハイブリッド肉鶏
12%

廃鶏
6%

種類別鶏肉生産量の構成（2 0 2 2年）

2022年
鶏肉生産量約
1,600万トン

白羽肉鶏
48%

黄羽肉鶏
30%

ハイブリッド肉鶏
15%

廃鶏
7%

種類別肉用鶏出荷羽数の構成比（ 2 0 2 2年）

2022年
肉用鶏出荷羽数
約130億羽
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（１）肉用鶏の飼養戸数

• 中国では、年間出荷羽数に基づいて7～8つの規模に分類
し、肉用鶏飼養戸数を集計している。

• 2021年のデータによると、全国の肉用鶏飼養戸数のうち、
年間出荷羽数が2,000羽未満の戸数が1,802万戸で、全体
の98.7％を占めている。これは、零細な生産者が依然と
して多数を占めていることを示している。
しかし、農村部の労働力減少、生産コスト増加、環境保
全基準向上、都市化率向上などの背景から、経営規模
化・効率化への要求が高まっており、零細生産者の廃業
が増加していまる。その結果、肉用鶏産業は大規模化の
傾向にある。

• 2011年から2021年にかけて、肉用鶏飼養戸数は減少傾
向にあり、2021年には1,826万戸となっている。このう
ち、年間出荷羽数が1万羽未満の戸数は、2011年に
2,541万戸であったが、2021年には3割弱減少し1,815
万戸となった。
一方、年間出荷羽数が5万羽以上の大規模化経営は、
2011年に2.6万戸から2021年には3.2万戸へと増加して
いる。
特に、年間出荷羽数が100万羽以上の戸数は、2011年に
309戸で、2021年には1,792戸へと大幅に増加している。

■出荷規模別肉用鶏飼養戸数の変化（2011年と2021年）

肉用鶏出荷規模別 2011年 2021年

1～1,999羽 25,079,193 18,021,039

2,000～9,999羽 335,422 125,946

10,000～49,999羽 159,237 85,614

50,000～99,999羽 19,274 18,233

100,000～
499,999羽

5,605 10,544

500,000～
999,999羽

701 1,443

1,000,000羽以上 309 1,792

単位：戸、％

(出所) 各年次の『中国畜牧獣医年鑑』のデータを基に作成。
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（２）肉用鶏経営の収益性

• 国家発展改革委員会価格司が編成した「全国農産品成本
収益資料滙編」によれば、肉用鶏生産者はその飼養規模
により、零細経営（～300羽）、小規模経営（301羽～
1,000羽以下）、中規模経営（1,001羽～10,000羽以
下）、大規模経営（10,001羽～）の4つに分類される。
ただし、同資料において肉用鶏経営の収益性や生産費に
関しては、「大中小規模肉用鶏経営」（301羽～）のみ
が公開されている。

• 2011年から2021年までの大中小規模肉用鶏経営の収益
性を見ると、この10年間、1羽当たりの所得率は変動し
たものの、すべてプラスの範囲にあり、特に2019年には

23％と最も高かった。
この所得率の変動は、養豚産業に比べ非常に安定してお
り、養豚産業が多くの年にわたってマイナスの所得率を
記録する中で、肉用鶏の経営は安定しており、優れた経
営性を示している。

■大中小規模の肉用鶏経営における1羽当たりの収益性の推移（2011年～2021年）

(注)
①全算入生産費は、地代を含む生産費を指す。
②所得率＝所得÷全算入生産費×100％

単位：元/羽、％

(出所) 農業農村部http://ncpscxx.moa.gov.cn/などのデータに基づき作成。

年次 全算入生産費 所得 所得率

2011年 24.54 2.20 9.0
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2013年 25.34 0.57 2.2

2014年 26.32 1.44 5.5

2015年 25.89 0.82 3.2

2016年 25.05 1.53 6.1

2017年 24.96 1.48 5.9
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2019年 30.46 7.02 23.0
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（３）肉用鶏経営の生産費

• 2022年版の「全国農産品成本収益資料滙編2022」によ
れば、2021年の大中小規模肉用鶏経営（301羽～）にお
ける全算入生産費は、1羽当たり31.04元となり、前年比
で8.1％上昇した。

• 全算入生産費の内訳を見ると、濃厚飼料費用が全算入生
産費の70％（2021年時点）と、最も大きな部分を占めて
いる。
同時に、素畜費や人件費などのその他の費用も増加して

いるが、2011年から2021年までの年平均増加率を比較
すると、最も大きな増加は人件費であり、2011年時点で
は1.68元/羽であったが、2021年には3.27元/羽に増加
している。

■大中小規模の肉用鶏経営における1羽当たりの生産費の推移（2011年～2021年）

(注) ①全算入生産費は、地代を含む生産費を指す。

(出所) 農業農村部http://ncpscxx.moa.gov.cn/などのデータに基づき作成。
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（１）肉用鶏の主要な生産企業

• 各種公開資料を整理すると、中国において白羽肉鶏の主な生産企
業は下表の通りである。
これら上位15社の2022年の出荷羽数は、同年中国全体の白羽肉

鶏出荷羽数の約58％を占めると推定され、業界の集約度は豚や牛
などの他畜種と比べて高い水準にある。

■白羽肉鶏の生産企業ランキング（上位15社）（2022年出荷羽数順）

順位 社名 本社所在地
白羽肉鶏（億羽）（2022年）

出荷羽数 処理羽数

1 禾豊食品股分有限公司（www.wellhope-ag.com） 遼寧省瀋陽市 6.5 7.2

2 福建聖農発展股分有限公司（www.sunnercn.com） 福建省南平市 6.0 6.1

3 新希望六和股分有限公司（www.newhopeagri.com/） 四川省綿陽市 3.1 3.1

4 正大畜牧投資（北京）有限公司（www.cpgroup.cn/） 北京市 2.8 4.6

5 山西大象農牧集団有限公司（Daxiang） 山西省呂梁市 2.1 2.0

6 山東仙壇股分有限公司（www.sdxiantan.com/） 山東省煙台市 1.9 2.0

7 山東鳳祥股分有限公司（www.fengxiang.com/） 山東省聊城市 1.6 1.4

8 青島九聯集団股分有限公司（Jiulian） 山東省莱西市 1.5 1.2

9 河南双滙投資発展股分有限公司（www.shuanghui.net/） 河南省漯河市 1.5 1.5

10 河南省淇県永達食業有限公司（yongda） 河南省鶴壁市 1.5 1.5

11 北票市宏発食品有限公司（www.bphongfa.com/） 遼寧省北票市 1.5 ―

12 諸城外貿有限責任公司（Zhu cheng wai mao） 山東省諸城市 1.5 ―

13 瀋陽耘墾牧業有限公司（www.yunken.net/） 遼寧省瀋陽市 1.4 2.4

14 河北玖興農牧発展有限公司（www.jiuxingnongmu.com/gsyy） 河北省保定市 1.2 1.2

15 大連成三畜牧業有限公司（Dalian Chengsan Animal Husbandry Co.,Ltd.） 遼寧省大連市 1.0 0.7

(出所) 各種公開資料を基に作成。一部データは推定値。
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（１）肉用鶏の主要な生産企業

• 各種公開資料を整理すると、中国において黄羽肉鶏の主な生産企
業は下表の通りである。これら上位15社の2022年の出荷羽数は、
同年中国全体の黄羽肉鶏出荷羽数の約60％を占めると推定され、

業界の集約度は豚や牛などの畜産業に比べて高い水準にある。た
だし、各社の出荷規模を見ると、1億羽以上の生産者は2社のみ。
これは品種の多様化、地域性に関連していると考えられる。

■黄羽肉鶏の生産企業ランキング（上位15社）（2022年出荷羽数順）

（注） 上記の出荷羽数は、主に黄羽肉鶏を含む肉用鶏全般の出荷羽数を指す。一部の企業、例えば温氏食品集団有限公司は、白羽肉鶏と黄羽肉鶏の両方を飼育している。

(出所) 各種公開資料を基に作成。一部データは推定値。

順位 社名 本社所在地
肉用鶏出荷羽数

（億羽）（2022年）

1 温氏食品集団股分有限公司（www.wens.com.cn/ 広東省雲浮市 11.0

2 江蘇立華牧業股分有限公司（www.lihuamuye.com） 江蘇省常州市 3.9

3 四川徳康農牧食品集団股分有限公司 四川省成都市 1.0

4 広西参皇養殖集団有限公司（www.shenhuang.cn/） 広西玉林市 1.0

5 湖南湘佳牧業股分有限公司（www.xiangjiamuye.com/） 湖南省石門県 0.9

6 和盛食品集団有限公司（www.heyingkg.com/all/index.html） 江蘇省泰州市 0.7

7 桂林力源糧油食品有限公司（www.liyuan99.com） 広西桂林市 0.7

8 桂林大発養殖有限公司 広西桂林市 0.6

9 広西富鳳農牧集団有限公司（www.gxffjt.com/） 広西南寧市 0.4

10 広西新天地農牧集団有限公司 広西南寧市 0.4

11 広東天農食品集団股分有限公司（www.tnong.com/） 広東省清遠市 0.4

12 広西園豊牧業集団股分有限公司（www.gxyuanfeng.com/） 広西欽州市 0.4

13 安徽華衛集団禽業有限公司（www.ahhwjt.com/） 安徽省宣城市 0.3

14 新疆泰昆集団有限責任公司（www.tycoon.cn/） 新疆昌吉州 0.3

15 広西春茂農牧集団有限公司（www.gxcmjt.com/Index.html） 広西玉林市 0.2



３．中国の鶏肉の需給構造分析

3-3 肉用鶏の生産関連その他

57

（２）肉用鶏の生産に関連する価格

• 農業農村部は全国の500の町にわたり、主要な集貿市場（農産物な

どを自由に取引する市場）及びモニタリング採集点（村、飼養

場）から畜産物や飼料の価格情報を収集している。

• 公表された週次データを整理すると、2021年から2023年の3年間

で肉用鶏の実用鶏ひなの年間平均市場価格は、それぞれ3.31元/羽、

3.30元/羽、3.47元/羽であった。変動はあったものの、年間で見

ると、わずかながらも上昇傾向が見られた。

• 2021年から2023年の3年間で、肉用鶏配合飼料の年間平均市場価

格は、それぞれ3.63元/㎏、3.89元/㎏、3.97元/㎏であった。

• 公表された週次データを整理すると、ここ3年間で丸鶏（中抜き）

の年間平均価格は、2021年が21.72元/㎏、2022年が23.87元/㎏、

2023年が24.12元/㎏と微増しています。また、ここ3年間の丸鶏

（中抜き）の全国月次平均価 格は、最安値が21.18元/㎏、最高

値が25.76元/㎏、平均値が23.24元/㎏となっている。

■丸鶏（中抜き）の月間平均価格の推移（2021年1月～2023年12月）

(出所) 農業農村部の週次資料 （ https://www.nahs.org.cn/jcyj/jghq/）を整理して作成。

■実用鶏CMひなの月間平均価格の推移（2021年1月～2023年12月）

■肉用鶏配合飼料の月間平均価格の推移（2021年1月～2023年12月）



３．中国の鶏肉の需給構造分析

3-3 肉用鶏の生産関連その他

58

（３）品種・育種施設

■肉用鶏の品種について

• 2021年版の「国家家畜・家禽遺伝資源品種目録」によ
れば、中国における鶏（肉用種と採卵鶏を含む）の品
種は、地方品種（115種）、交雑種（5種）、系統交配
種（80種）、海外導入種（8種）、海外導入系統交配
種（32種）が存在している。

• 2018年まで、中国の白羽肉鶏の原種鶏（GP）供給は
主に海外（エビアジェン社など）からの輸入に依存し
ていた。しかし、2019年には、国内企業が独自に育成
した「聖澤 901」が登場し、国内供給が始まった。
さらに、2021年12月に国家畜禽遺伝資源委員会の審
査により、国内で育成された３つの白羽肉鶏品種、
「聖澤901」、「広明2号」、「沃德188」が初めて認
定された。
 これらの国内育成品種は、国内市場シェア拡大だけで
は、品種輸出にも力を入れている。例えば、 「沃德
188」の種鶏（PS）ひなは2023年6月にタンザニアへ
の輸出されている。

• 黄羽肉鶏の原種鶏（GP）はすべて国内産であり、品種
や供給者に大きな変化がないため、供給量は比較的安
定している。

• 代表的なハイブリッド肉鶏品種としては、「817肉
鶏」（小型良質肉用鶏、山東省莘県が最大の生産地）
と「益生909」が挙げられる。 「益生909」は 山東益
生種畜禽股分有限公司（http://www.yishenggufen.com/）

が自主的育成した新品種で、2021年12月に国家畜禽
遺伝資源委員会から新品種の系統交配種に認定された。

• 2021年における中国の肉用鶏育種場は、原々種鶏・原
種鶏（GGP・GP）育種場が189か所、種鶏（PS）育種
場が1,117か所となっている。
地域別分布として、原々種鶏・原種鶏育種場の数及び
その飼餌付羽数が最も多いのは広東省と広西自治区で
あり、次いで遼寧省が続いている。
一方、種鶏(PS)育種場は、山東省と遼寧省が施設数及
び飼養規模ともに圧倒的に多い地域となっている。特
に遼寧省は肉用鶏、特に白羽肉鶏の主要な生産地とし
て際立っている。

• 中央政府が認定した肉用鶏の中核育種場には、以下の
事例がある。
〇北京市华都峪口家禽育种有限公司(小曹庄鸡场)
（所在地：北京市順義区。系統交配品種：沃德188
（白羽肉鶏））
〇広東智威農業科技股分有限公司英徳分公司
（所在地：広東省英徳市。系統交配品種：嶺南黄鶏Ⅱ
号、3号）
〇広西鳳翔集団股分有限公司
（所在地：広西自治区。系統交配品種：鳳翔青脚麻鶏、
鳳翔烏鶏）

■肉用鶏の育種場について



３．中国の鶏肉の需給構造分析

3-4 鶏肉の輸入動向

59

（１）鶏肉の輸入量

• 中国は鶏肉の生産大国でありながら、同時に鶏肉の消費大国で

もある。2002年以降、中国は概ね鶏肉の純輸入国となり、

2023年における鶏肉の輸入量は120万トンで、対照的に輸出

量は25万トンであった。

• 2020年から2021年にかけて、中国の鶏肉輸入量が急増した要

因には以下が挙げられる。

〇2018年8月に発生したアフリカ豚熱による豚肉の国内供給不

足

〇新型コロナ感染症の影響で外出が制限され、ネット通販での

輸入鶏肉の冷凍品が好調であったこと

〇輸入鶏肉の価格が国産品よりも安価であることから、食肉加

工業者が優先的に利用したこと

• また、2022年から2023年にかけて、鶏肉の輸入量は高い水準

を維持しているが、2020年のピークからは減少傾向にある。

この減少には海外の高病原性鳥インフルエンザの影響や国内の

豚肉生産量の回復などが要因として考えられる。

37 53 41 46 
72 

143 135 123 120 

0

100

200

2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

（万トン）

■鶏肉の輸入量の推移（2015年～2023年）

鶏肉の輸入・輸出計算に使用される品目

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。

タリフライン 品名（仮訳）（日本語）
関税率

基本 WTO協定

02071100 丸鶏（生鮮・冷蔵） 70％ 20%

02071200 丸鶏（冷凍） 5.6元/㎏（従量税） 20%

02071311 骨付き鶏肉（生鮮・冷蔵） 70% 20%

02071319 その他の鶏肉（生鮮・冷蔵） 70% 20%

02071321 手羽（手羽はしを除く）（生鮮・冷蔵） 70% 20%

02071411 骨付き鶏肉（冷凍） 4.2元/㎏（従量税） 0.6元/㎏（従量税）

02071419 その他の鶏肉（冷凍） 10％＋9.5元/㎏（従量税＋従価税） 0

02071421 手羽（手羽はしを除く）（冷凍） 8.1元/㎏（従量税） 0.8元/㎏（従量税）

02071422 鶏足（冷凍） 3.2元/㎏（従量税） 1.0元/㎏（従量税）

【補足】
• 調査の結果、2015年から2023年までの期間
において、タリフライン「02071100」及び
「02071319」に分類される鶏肉関連品目の
輸入実績は確認されなかった。

• また、左表では経済連携協定（EPA）の関税
率は省略している。
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（２）鶏肉の輸入品目

• 中国の鶏肉輸入は、2015年から2023年までの期間、ほ

ぼすべて冷凍品で占められていた。

生鮮または冷蔵品の輸入量はごくわずかで、2023年には

ブラジルから輸入された手羽が54トン（全体の輸入量の

うち約0.005%）と最大であった。

• 2023年の輸入量ベースでは、「冷凍鶏足」が44.1%で最

も多く、次いで「手羽」が29.7%、「骨付き鶏肉」が

25.8%であった。

• 中国では、鶏足を食材として食べる習慣がある。レスト

ランなどでよく使われ、調理済食品としてスーパーなど

売られ、加工されておつまみとして商品としてよく販売

されている。

現地ヒアリングによれば、中国では毎年約420億羽の鶏

足（主に白羽肉鶏のもの）が消費されており、そのうち

約8割が輸入品に依存している。

■タリフライン別鶏肉の輸入量の推移（2015年～2023年）

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。

単位：トン

年次

冷凍したもの 生鮮または冷蔵したもの

輸入量計02071200
（丸鶏）

02071411
（骨付き鶏肉）

02071422
（鶏足）

02071421
（手羽はしを除いた手羽）

02071419
（その他の鶏肉）

02071311
（骨付き鶏肉）

02071321
(手羽はしを除いた手羽）

2015年 55 63,587 126,461 175,192 370 0 0 365,665

2016年 1,234 160,244 140,238 216,243 9,624 0 0 527,584

2017年 1,058 73,561 139,911 195,430 283 4 0 410,246

2018年 1,327 69,759 160,672 215,925 9,402 0 0 457,085

2019年 5,231 228,177 200,367 269,980 18,698 11 0 722,463

2020年 13,062 447,725 527,990 409,776 33,776 6 0 1,432,335

2021年 6,048 338,951 673,884 326,421 7,703 0 0 1,353,007

2022年 6,515 230,627 664,586 327,499 704 0 0 1,229,930

2023年 2,911 309,820 529,543 356,322 2,034 0 54 1,200,685



３．中国の鶏肉の需給構造分析

3-4 鶏肉の輸入動向

61

（３）鶏肉の輸入価格

• 世界的な食鳥の需給関係や飼料などの生産コストの影響
で、中国における鶏肉の1㎏当たりの平均輸入価格（CIF、
運賃・保険料込み価格）は変動している。
特に、原油価格の高騰などの影響で、2022年から比較的
大きな上昇が見られ、2022年は前年比32％増の3.24米
ドルであった。2023年も、2015年以来最も高い水準の
3.29米ドルとなっている。

• 2023年の鶏肉輸入各品目の平均価格において、最も多く

輸入された「鶏足（冷凍）」の平均価格は1㎏当たり
4.26米ドルであり、鶏肉全品目平均輸入価格の中で最も
高い水準となっている。
一方で、冷凍した丸鶏や骨付き鶏肉が比較的安価である。

■鶏肉の平均輸入価格の推移（2015年～2023年）

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。
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■タリフライン別鶏肉の平均輸入価格（2023年）
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（４）鶏肉の輸入相手国

• 中国の鶏肉の輸入相手国は、2015年には7か国、2020年は12
か国、2021年は10か国、2022年には8か国、そして2023年
には9か国と、10か国前後で推移している。

• 2015年以降、中国はブラジルから鶏肉を最も多く輸入してお
り、国内の鶏肉需要の拡大に伴い、ブラジルからの鶏肉輸入量
は2015年の28万トンから2023年の62万トンへと約2倍に増加
した。しかし、2020年以降は、米国、ロシア、タイからの輸
入も急増し、ブラジルからの輸入量が輸入全体に占める割合は、
2015年の75％から2023年には52％に低下した。

• 2022年と2023年の輸入鶏肉の平均価格を見ると、最大の輸入
相手国であるブラジルからの平均輸入価格はそれぞれ2.86米
ドル/㎏、2.96米ドル/kgで、全体の平均価格よりも約10％低
かった。

• なお、ブラジルでは2023年5月に高病原性鳥インフルエンザが
発生したが、中国はブラジルの輸入を停止しておらず、2023
年の輸入量は2022年を上回っている。

■鶏肉の主要な輸入相手国の変化（数量ベース）（2015年と2023年）

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。
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（１）肉用鶏の主要な処理加工企業

• 中国において現在最大の白羽肉鶏処理加工企業は遼寧省に本社を置

く「禾豊食品股分有限公司（Wellhope）」。

2022年の白羽肉鶏部門の売上高は93億元、処理量は7.2億羽、販売

した分割品は186万トン、調理食品及び高温食品は2.7万トン。

食鳥処理量は2014年の1.5億羽から、2021年に6.9億羽、2022年に

は7.2億羽と右肩上がり。

• 黄羽肉鶏の処理加工能力が最も高い企業は、広東省に本社を置く

「温氏食品集団股分有限公司」（Wens）である。2022年には、同

社の黄羽肉鶏商品（生鶏、生鮮の丸鶏、調理済みの丸鶏を含む）の

販売量は10.8億羽、販売額は340億元であった。

■白羽肉鶏の主要な処理加工企業（年処理量基準）

企業名称 本社所在地
年処理量（億羽）

2021年 2022年

禾豊食品股分有限公司
（www.wellhope-ag.com）

遼寧省瀋陽市 7.0 7.2

福建聖農発展股分有限公司
（www.sunnercn.com）

福建省南平市 5.5 6.1

正大畜牧投資（北京）有限公司
（www.cpgroup.cn/）

北京市 3.9 4.6

新希望六和股分有限公司
（www.newhopeagri.com/）

四川省綿陽市 3.7 3.1

山東太和食品集団 山東省臨沂市 ― 2.7

瀋陽耘墾牧業有限公司
（www.yunken.net/）

遼寧省瀋陽市 2.3 2.4

江蘇益客食品集団股分有限公司
（www.ecolovo.com/）

江蘇省宿遷市 2.2 2.4

山東仙壇股分有限公司
（www.sdxiantan.com/）

山東省煙台市 1.0～2.0 2.0

山東超和食品集団 山東省臨沂市 ― 1.9

山東鳳祥股分有限公司
（www.fengxiang.com/）

山東省聊城市 1.0～2.0 1.4

社名 本社所在地
年処理能力

（億羽）

温氏食品集団股分有限公司
（https://www.wens.com.cn/）

広東省雲浮市 2.9

広西参皇養殖集団有限公司
（www.shenhuang.cn/）

広西玉林市 1.2

広西金陵農牧集団有限公司
（www.gxjlnm.com/）

広西南寧市 0.5

広東天農食品集団有限公司
（www.tnong.com/）

広東省清遠市 0.5

広東愛健康生物科技有限公司 広東省清遠市 0.5

広西富鳳農牧集団有限公司
（www.gxffjt.com/）

広西南寧市 0.5

湖南湘佳牧業股分有限公司
（www.xiangjiamuye.com/）

湖南省常德市 0.4

恵州順興食品有限公司
（www.tangshunxing.com/）

広東省恵州市 0.4

深セン市光信企業管理有限公司 広東省深セン市 0.3

広西園豊牧業集団股分有限公司
（www.gxyuanfeng.com/）

広西欽州市 0.3

(出所) 各種公開資料を整理して作成。

■黄羽肉鶏の主要な処理加工企業（2022年末処理能力基準）
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（２）鶏肉の流通・消費状況

• 国民の生活水準の向上に伴い、健康志向が高まり、鶏肉

は健康的な食材（低脂肪、低コレステロール、低カロ

リー、かつ高蛋白質）として好まれている。

• さらに、家族規模の縮小や若い世代の社会進出に伴い、

台所で過ごす時間が短くなり、調理済みや半加工品、多

様な鶏肉製品の需要が高まっている。特に、ヘルシーで

簡単に調理できる鶏肉料理が人気を集めている。

今後も鶏肉の消費量が拡大すると予測される。

■肉用鶏の流通・消費関連動向

〇 白羽肉鶏

• 中国では、白羽肉鶏は黄羽肉鶏と比較して成長が速く、飼育期間
が短く、加工に適しているため、主に分割されて市場で流通され
ている。

• 現地ヒアリングによれば、白羽肉鶏の出荷量の約90％は処理加工
後の冷蔵・冷凍品の分割品であり、残った約10％は生鶏または処
理加工された丸鶏での出荷となっている。
南方地域（広東省や広西自治区など）では、主に分割品が食用と

されているが、一方で東北地域（黒竜江、吉林など）、西北地域
（陝西、甘粛など）、華北地域（河北省など）では丸ごと一羽を
食べる習慣が見られる。

• 白羽肉鶏はファーストフードチェーンで好まれる原料であり、健
康志向や利便性への需要の高まりを受けて市場需要が増え、白羽
肉鶏の「預製菜」（調理済み・半調理済み製品）もトレンドとな
ると予想されている。

〇 黄羽肉鶏

• 黄羽肉鶏は地域によって多様な品種があり、通常、飼育期間が長
いため肉質も良好で、食味が豊かである。

• 黄羽肉鶏は出荷日齢によって高速成長型、標準型、低速成長型の
3つに分類されるが、厳密な定めはなく、一般的には高速成長型
は出荷まで42～65日未満、標準型は65～95日、低速成長型は95
日以上とされる。
低速成長型（清遠麻鶏や広西三黄鶏などの品種）は肉質が優れて
いるため、主に中高級レストランや家庭での消費に広く利用され
ている。近年、肉質の高品質化ニーズの高まりから、低速成長型
の割合は増加しており、今後もその傾向が続くと予想される。

• 黄羽肉鶏の出荷総羽数の約8割が生体で販売され、残りの20％弱
が処理されて生鮮冷蔵品（丸鶏がメイン、分割品での流通はほど

んない）として流通している。黄羽肉鶏の主な消費先は中華レス
トランや家庭である。

• 近年、鶏肉需要市場における黄羽肉鶏の市場シェアが若干低下し
ている。その主な要因は、核家族化により丸ごと1羽の黄羽肉鶏
が一回の食事で消費しきれないことが大きい。そのほかにも消費
者の消費習慣の変化や一部都市の生きた食鳥の取引市場の閉鎖
（食品衛生及び公衆衛生上の懸念から） などが挙げられる。

• 黄羽肉鶏と白羽肉鶏は品種や肉質、消費需要などで異なり、相互
代替可能性は低いとされる。

• 中華風ファーストフードチェーンや鶏肉加工品の専門店のフラン
チャイズ展開の拡大により、黄羽肉鶏とハイブリッド肉鶏の需要
増加が期待される。
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（１）鶏肉需給の長期予測

■鶏肉の需給予測について

• 中国における将来の鶏肉に関する将来予測データは現
在までに公表されていない。

• 現地ヒアリング結果によると、中国の鶏肉消費量は
2022年の約1,700万トンから2032年には約2,000万
トンに増加すると予測されている。
また、2032年の消費量の中で国内生産量が消費量全体
の約99％を占め、鶏肉の輸入依存度が牛や羊などに比
べて断然に低いとされる。

• 国内鶏肉消費量の増加背景には、１人当たりの食肉消
費量や１人当たりのGDPの増加などがあったほかに、
最も重要な要因は３つある。
〇高齢者化社会の進展
中国の高齢化社会の進展は、鶏肉の消費量増加に大

きな影響を与えている。高齢者の腸や胃の消化機能が
通常、比較的弱く、刺激性が低く消化しやすい鶏肉は、
高齢者にとって重要な良質なたんぱく質源となる。
〇調理の容易さ
鶏肉は牛肉や羊肉などに比べて調理時間が短く、調

理が容易であるという特徴がある。これは特に単身世
帯、高齢者世帯、共働き世帯などの需要が大きい。
〇所得格差の拡大
中国の所得格差の拡大が影響している。通常、鶏肉

が牛肉や羊肉、豚肉に比べ価格が低いことが挙げられ
る。そのため、低所得の人々にとって鶏肉は購入しや
すい食肉となっている。

• 鶏肉の消費構造は、直接消費、加工消費、その他の消
費によって構成される。
〇直接消費：生きた鶏や生鮮、冷凍の鶏肉（丸鶏や分
割品）の消費
〇加工消費：加熱加工品や調理済み、または半調理済
みの鶏肉加工製品の消費
〇その他：輸送による損失やほかの動物飼料としての
利用など

• 中国ではこれまで直接消費が主流であり、2022年には
鶏肉消費全体の約86％を占めた。一方、加工消費は約
13％にとどまる。
しかし、今後、直接消費の割合は徐々に低下し、加工
消費の割合は2032年には約30％に達すると予測され
ている。

• 加工消費増加の要因
加工消費増加の主な要因は、食肉加工メーカーや鶏関
連企業が鶏肉を原料とした商品の開発と生産拠点、生
産規模の拡大に注力していることである。
特に、「預製菜」（調理済みや半調理済み製品）の製
造が拡大しており、これが加工消費量の増加に大きく
寄与している。

■鶏肉の需給構造予測について



66

４．中国のめん山羊肉の需給構造分析



４．中国のめん山羊肉の需給構造分析

4-1 めん山羊の生産動向

67

（１）めん山羊の飼養頭数

• 政府の支援政策（めん山羊の増頭や品種改良への補助な
ど）、市場の需要拡大などの影響を受け、めん山羊の期
末総飼養頭数は、2010年の28,730万頭から2023年には
32,233万頭に増加した。しかし、放牧条件や適度な広さ
の草地の確保などの制約もあるため、この13年間での年
平均成長率（CAGR）は0.89％と、成長は比較的緩やか
であった。

• 2010年から2022年までの間、めん山羊の総飼養頭数に

占めるめん羊割合は51％から59％に増加したが、同期間
に山羊の割合は49％から41％に減少した。この変化の背
景には、2011年以降、中国が草原生態保護助成事業を開
始し、放牧規制や粗飼料の調整（一定期間内に利用可能
な粗飼料の総量が飼養に必要となる粗飼料との動的平
衡）などが挙げられる。これにより、舎飼い向きのめん
羊の飼養頭数が次第に増加し、あまり舎飼い向きでない
山羊の飼養頭数が減少したと考えられる。

（注） めん山羊の総飼養頭数は、期末時点における子羊、種羊、育成羊を含むすべてのめん山羊の頭数を指す。これには肉用羊、乳用羊、毛用羊が含まれる。

(出所) 中国国家統計局（National Bureau of Statistics of China、NBS）のデータに基づき作成。
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■めん山羊の総飼養頭数の推移（2010年～2023年）
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（２）肉用めん山羊の出荷頭数

• ここで言う「肉用めん山羊の出荷頭数」とは、特定の統

計年度内に、肥育を終了して自家でと畜されためん山羊

と、肥育を終了して出荷されためん山羊の合計数を指す。

この定義には子羊や育成羊、種羊、乳用羊に関する数値

は含まれない。  

• 肉用めん山羊の増頭・品質向上アクションプランや南方

地域（四川省や雲南省など）の肉用めん山羊の増産潜在

力発掘アクションプランの実施、トウモロコシサイレー

ジ、アルファルファなど牧草栽培への支援策など、様々

な政策と活発なめん羊肉需要を背景に、2023年末時点で

の肉用めん山羊の出荷頭数は33,864万頭となり、前年比

で約240万頭（0.7％）増加した。2010年からの13年間

の年平均成長率（CAGR）は1.81％で、ゆるやかな微増

傾向が続いている。

■肉用めん山羊の出荷頭数の推移（2010年～2023年）
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(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。
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（３）めん山羊肉の生産量

• 中国国内のめん山羊肉の需要拡大及び政府の政策より、
めん山羊の飼養頭数の拡大や品種改良、優良種の普及に
よる歩留り率の向上などの影響で、中国のめん山羊肉の
生産量は2010年の406万トンから2023年には531万トン
に増加した。
この13年間の年平均成長率（CAGR）は2.09％となって
いる。一方で、中国のめん山羊肉の推定消費量はこの13
年間のCAGRは2.62％であり、国内のめん山羊の生産が

需要に追い付かない状態となっている。

• 公表資料によると、2007年における全国平均での肉用め
ん山羊1頭当たりの枝肉重量は15.0㎏であった。その後、
2020年には15.4㎏、2021年には15.6㎏、2022には
16.1㎏と増加傾向にある。

■めん山羊肉の生産量の推移（2010年～2023年）
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（注） めん山羊肉の生産量＝肉用めん山羊の出荷頭数×１頭当たりの平均生体重量×枝肉歩留り率

(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。
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（１）肉用めん山羊の飼養戸数

• 2021年、中国全体での肉用めん山羊の飼養戸数が合計
1,072万戸であった。この中で、年間出荷頭数が30頭未
満の飼養戸数が全体の82.7％を占め、依然として零細な
飼養者が主流となっている。

• また、2021年の肉用めん山羊飼養戸数は、10年前の
2011年と比較して55％減少した。これは30頭未満の小
さな飼養戸数が2011年の半分以下にまで減少したためで
ある。

一方で、政策支援により、1,000頭以上の大規模経営は、
この10年で約2.3倍に増加している。めん山羊は牛に比
べて飼養期間が短く、投資回収期間も短いため、資金面
で有利であり、このことが、大規模経営の増加につな
がっていると推測される。

■肉用めん山羊の飼養戸数の推移（2010年～2021年）
単位：戸、％

(出所) 各年次の『中国畜牧獣医年鑑』のデータを基に作成。
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（注） 2019年と2020年のデータが入手できず、欠落している。



４．中国のめん山羊肉の需給構造分析

4-2 肉用めん山羊肥育経営の動向

71

（２）肉用めん山羊肥育経営の収益性

• 肉用めん山羊の肥育経営に関するデータは、年間飼養頭
数が100頭以下の零細な経営者向けの情報が公開されて
いる。

• 2022年のデータによると、この零細な肥育経営者では、
1頭当たりの所得が101元であり、所得率は7.0％となっ
ている。
これは前年比で低下しており、その要因として、以下の2
点が挙げられる。

〇2019年に国内でアフリカ豚熱が発生し、これによりめ
ん山羊肉の需要が増加し価格が上昇した。しかし、2021
年以降は国内の豚肉生産が回復し、めん山羊肉への代替
需要が薄れたことが影響している。
〇素畜費や飼料価格、人件費などの飼育生産費が近年増
加しており、経営を圧迫している。

■零細な肉用めん山羊肥育経営における1頭当たりの収益性の推移（2012年～2022年）

(注)
①所得率＝所得÷全算入生産費×100％
②全算入生産費は、地代を含む生産費を指す。

単位：元/頭、％

(出所) 2021年までのデータは各年次の「全国農産品成本収益資料滙編」から、2022年のデータは公開資料を基に作成。
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• 年間飼養頭数が100頭以下の零細な経営者の生産費は、

物財費と労働費で構成されている。

• 2012年から2022年までの10年間において、物財費と労

働費の割合は変動しているが、平均すると物財費が生産

費の62％を占め、労働費は38％となっている。

• 物財費には直接費用（素畜費や飼料費、水道光熱動力費、

死亡損失費など）と間接費用（固定資産償却、販売費用、

管理費など）が含まれる。

2012年から2022年までの10年間において、素畜費が物

財費の平均で63％を、濃厚飼料費は23％を占めている。

• 零細な肉用めん山羊経営では、労働費は主に家族労働費

からなる。2022年の肥育羊1頭当たりの労働費は533元

で、そのうち家族労働費が518元で、労働費全体の97％

を占めている。

■零細な肉用めん山羊肥育経営における1頭当たりの物財費の推移（2012年～2022年）

(出所) 各年次の『中国畜牧獣医年鑑』などを基に作成。
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近年、素畜費や飼料費の増加に伴い、零細な肉用
めん山羊飼養農家の物財費が増加傾向にある。
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（１）めん山羊の生産に関連する価格

• 国家統計局は全国の200の農産物主産地（町）にわたり、
集貿市場（農産物などを自由に取引する市場）から31品
目の農産物の市場価格を収集し、月次データとして公表
している。
収集された生体めん山羊の価格は、個々の集貿市場で成
立した取引価格の平均値である。

• 月次データをまとめた2013年から2023までの年間デー
タによると、生体めん山羊の平均価格は上昇傾向にあり、

2022年にピークに達した。
2023年の年平均価格は34.5元/㎏で、2022年より7.0％
低下しているが、依然として高い水準にある。

■生体めん山羊の年間平均価格の推移（2013年～2023年）

(出所) 中国統計局のデータに基づき作成。

29.7 30.6
28.0

26.1 26.4
29.5

33.6

37.4
39.3 38.1

36.2

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

（元/㎏）



４．中国のめん山羊肉の需給構造分析

4-3 めん山羊の生産関連その他

74

（１）めん山羊肉の生産に関連する価格

• 国家統計局は全国の200の農産物主産地（町）にわたり、
集貿市場（農産物などを自由に取引する市場）から31品
目の農産物の市場価格を収集し、月次データとして公表
している。めん山羊肉（骨付きでない肉、ランクに問わ
ずに）の価格についても、この収集されたデータを基に
している。

• 月次データをまとめた2010年から2023までの年間デー
タを分析すると、めん山羊肉の平均価格は変動があった
が、持続的に上昇している。この13年間の年平均成長率
（CAGR）は6.2％に達している。

• 2023年の年平均価格は78.9元/㎏であり、ピーク時の
2021年より5.2元/㎏低下しているが、依然として高い水
準である。

• ヒアリングによれば、現在のめん山羊肉の消費は主に国
内産に依存しており、国内生産は大規模生産が困難で生
産費の低下が難しい状況。さらに、世界的な供給量が少
ないため、輸入量の増加には限界がある。その結果、国
内のめん山羊肉の価格が下がる可能性は低く、2024年に
は80元～85元/㎏になると見込まれている。
なお、羊の大規模生産が困難なのは、大規模な飼育には
多量の粗飼料が必要であり、中国の多くの地域では牧草
資源が不足しており、粗飼料の購入には大きな資金投資
が必要となるからである。また、専門的な栄養管理や防
疫措置も不足しており、大規模飼養の子羊の死亡率は小
規模飼育よりも高い。

■めん山羊肉の年間平均価格の推移（2010年～2023年）
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(出所) 中国統計局のデータに基づき作成。
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（２）品種・育種施設

■肉用めん山羊の品種について

• 2021年版の「国家家畜・家禽遺伝資源品種目録」によ
れば、中国のめん羊の品種には地方品種（44種）、交
雑種（32種）、輸入品種（13種）があり、山羊の品種
には地方品種（60種）、交雑種（12種）、輸入品種
（6種）が存在している。
代表的なものには「湖羊」、「哈薩克羊」、「烏珠穆
沁羊」、「チベット羊」、「黄淮山羊」、「川中黒山
羊」などが挙げられる。

• 「全国の羊の遺伝的改良計画」（2021年～2035年）
の実施に伴い、新しい肉用めん山羊の交雑種がいくつ
か育成された。例えば、2023年12月に認定された新
品種には「天華肉羊」、「華蒙肉羊」、「双乾肉羊」、
「德新肉用細毛種羊」が挙げられる。
そのうち、「華蒙肉羊」は内蒙古富川養殖科技股分限
公司が内蒙古大学、中国農業科学院北京畜牧獣医研究
所などと提携して育成された新品種である。6か月齢
の子羊の枝肉の歩留り率が52.0％、平均的な部分肉の
歩留り率は80.8％とされており、現在の飼育頭数は
21,800頭である。

• 2021年において、中国全土にはめん羊の育種場が761
施設、山羊の育種場が401施設存在している。めん羊
の育種場は内モンゴルが276施設と最も多いが、2021
年末の飼養頭数で見ると新疆が最も多い。また、山羊
の育種場は陝西省が68施設と最も多いが、2021年末
の飼養頭数で見ると安徽省が最も多い。

• 2022年末までに、中央政府が認定した肉用めん山羊の
中核育種場が28施設設置されている。例えば、
〇湖州怡輝生態農業有限公司
（所在地：浙江省、品種：湖羊）

〇内蒙古杜美牧業生物科技有限公司
（所在地：内モンゴル、品種：湖羊）

〇安徽安欣（渦陽）牧業発展有限公司
（所在地：安徽省、品種：湖羊）

〇河北唯尊養殖有限公司
（所在地：河北省、品種：湖羊）

〇瀏陽市瀏安農業科技総合開発有限公司
（所在地：湖南省、品種：湘東黒山羊）

〇寧陵県豫東牧業開発有限公司
（所在地：河南省、品種：ボーア種山羊）

〇寧夏朔牧塩池灘羊繁育有限公司
（所在地：寧夏自治区、品種：灘羊）
〇四川天地羊生物工程有限責任公司
（所在地：四川省、品種：簡州大耳羊（肉用山羊の品種）

などが挙げられる。

■肉用めん山羊の育種場について
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（１）めん山羊肉の輸入量

• 中国の経済発展とともに、個人所得の増加、生活水準の
向上、食肉習慣の変化などにより、中国はめん山羊肉の
輸入大国となっている。2023年のめん山羊肉の輸入量は、
前年比21.2％増の43.4万トンに達し、過去最高水準と
なった。

• ここで取り上げためん山羊肉の輸入量及び輸出量は、と
もにタリフライン「0204」に該当する「めん羊または山
羊の肉（生鮮のもの及び冷蔵し又は冷凍したものに限
る）」を指している。なお、めん山羊のくず肉は含まれ
ていない。

■めん山羊肉輸入量の推移（2010年～2023年）

めん山羊肉の輸入・輸出計算に使用される品目

（注）
①子羊は、出生後12か月未満のめん羊を指す。
②この表では経済連携協定（EPA）、報復関税の関税率は省略している。 (出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。
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めん山羊肉の輸入・輸出量の推移（2010年～2023年）

輸入量 輸出量

めん山羊肉の輸入量は変動しながら
も増加傾向で推移している。

タリフライン 品名（仮訳）（日本語）
関税率

基本 WTO協定

02041000 子羊の枝肉・半丸枝肉（生鮮・冷蔵） 70％ 15％

02042100 めん羊の枝肉・半丸枝肉（生鮮・冷蔵） 70％ 23％

02042200 めん羊の骨付き肉（生鮮・冷蔵） 70％ 15％

02042300 めん羊の骨付きでない肉（生鮮・冷蔵） 70％ 15％

02043000 子羊の枝肉・半丸枝肉（冷凍） 70％ 15％

02044100 めん羊の枝肉・半丸枝肉（冷凍） 70％ 23％

02044200 めん羊のその他の骨付き肉（冷凍） 70％ 12％

02044300 めん羊のその他の骨付きでない肉（冷凍） 70％ 15％

02045000 山羊の肉（生鮮・冷蔵・冷凍） 70％ 20％
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（２）めん山羊肉の輸入品目

• 2023年のめん山羊肉の輸入量は433,643トンで、その内訳は

以下の通り。

□肉の種類を見ると、めん羊の肉が輸入全体の95.9％を占め、

最も多く、次いで子羊の枝肉・半丸枝肉が2.6％、山羊の肉が

1.5％となっている。

□タリフライン別にみると、最も多いのは「冷凍しためん羊の

その他の骨付き肉」（タリフライン02044200）で、輸入量全

体の79.4％を占めている。

□輸入されためん羊の肉を生鮮・冷蔵品と冷凍品別にみると、

冷凍品が99.9％を占めている。

• また、2015年から2023年までのタリフライン別めん山羊肉の

輸入量の変化を見ると、子羊の肉（出生後12か月未満のめん

羊の肉）やめん羊のその他の骨付きでない肉など品目全般的に

拡大しているが、特に注目すべき品目は「山羊肉」である。

山羊肉の輸入量は2015年に876トンであったが、その後減少

傾向で推移し、2022年には292トンまで減少した。しかし、

2023年には急激に増加し、6,403トンに達した。2023年にお

ける「山羊肉」の急激な輸入増加の一因として、多くの地域が

旅行を再開し、観光客を呼ぶために様々なイベントが開催され

ていることが挙げられる。例えば、山東省の淄博市が主催した

「淄博焼烤」（バーベキュー）がその一つである。

■タリフライン別めん山羊肉の輸入量の推移（2015年～2023年）

（注） 子羊は、出生後12か月未満のめん羊を指す。

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。

単位：トン

年次

冷凍しためん羊の肉 生鮮または冷蔵しためん羊の肉
生鮮または冷
蔵、冷凍した
山羊肉

02045000

輸入量計
02043000
（子羊の枝
肉・半丸枝
肉）

02044100
（めん羊の枝
肉・半丸枝
肉）

02044200
（めん羊のその
他の骨付き肉）

02044300
（めん羊のその
他の骨付きでな

い肉）

02041000
（子羊の枝
肉・半丸枝
肉）

02042100
（めん羊の枝
肉・半丸枝
肉）

02042200
（めん羊の骨
付き肉）

02042300
（めん羊の骨
付きでない羊

肉）

2015年 2,041 9,654 206,072 4,268 0 0 14 0 876 222,925

2016年 136 7,854 206,500 5,395 0 0 28 1 149 220,063

2017年 136 11,357 219,792 17,543 0 106 29 11 3 248,976

2018年 549 18,150 281,276 18,122 1 237 434 25 264 319,058

2019年 5,121 25,972 333,699 25,868 727 279 347 47 259 392,319

2020年 9,554 22,947 305,792 25,812 84 59 302 88 231 364,868

2021年 33,304 38,586 315,952 22,058 43 0 211 265 184 410,602

2022年 8,724 31,167 293,127 24,261 0 0 157 133 292 357,861

2023年 11,131 36,001 344,348 35,323 76 0 316 45 6,403 433,643
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（３）めん山羊肉の輸入価格

• 中国におけるめん山羊肉の平均輸入価格（CIF、運賃・保
険料込み価格）は上昇傾向が続いている。ただし、2023
年は世界的なめん山羊肉価格の低下  （主にオセアニア
オーストラリアなど）からのめん山羊肉の輸出供給量が
需要を上回ったことや、国際的な輸送コストの低下など
が影響したため、1㎏当たりの平均輸入価格は4.1米ドル
となった。これは、2022年のピーク時より1.7米ドル
（29.3％）低下し、2017年の水準に戻った。

• 2023年において、各品目の平均輸入単価は全般的に前年
より低下している。特に、最も量的に多く輸入された
「冷凍しためん羊のその他の骨付き肉」（タリフライン
02044200）は、1㎏当たり4.07米ドル（人民元ベース
では28.6元）で、前年比30.4％低下している。
同様に、急増した「山羊肉」も平均単価が前年比26.5％
減の4.43米ドル/㎏となっている。

■めん山羊肉の平均輸入価格の推移（2010年～2023年）

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。

■タリフライン別めん山羊肉の平均輸入価格（2023年）

4.10 

5.80 

5.79 

4.78 

4.74 

4.10 

3.53 

2.61 

3.27 

4.01

3.66

3.40

3.31

2.75

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0

2023年

2022年

2021年

2020年

2019年

2018年

2017年

2016年

2015年

2014年

2013年

2012年

2011年

2010年

（米ドル/㎏）



４．中国のめん山羊肉の需給構造分析

4-4 めん山羊肉の輸入動向

79

（４）めん山羊肉の輸入相手国

• 中国のめん山羊肉の輸入相手国は、2015年には4か国で
あり、2023年には5か国と比較的安定している。

• ニュージーランドとオーストラリアが中国のめん山羊肉
輸入の主要輸入国であり、これら2か国で中国のめん山羊
肉輸入の95％以上を占めている。
なお、2023年のめん山羊肉の平均輸入価格を比較すると、
ニュージーランドのほうがオーストラリアよりも約15％
高くなっている。

• 関連協会へのヒアリングによれば、ニュージーランドか
らの羊肉輸入量がオーストラリアよりも多い要因は以下
の通り。

〇ニュージーランドの気候は比較的温暖であり、牧草が
豊富であるため、羊の肉質が良好である。
〇ニュージーランドでは肉用や毛用など多様な種類の羊
が飼育されており、特に肉用兼毛用の羊が多く、肉質が
向上している。一方、オーストラリアでは毛用の羊が主
流であり、肉質がやや硬いとされている。
〇ニュージーランドは物流や冷蔵冷凍のシステムが整備
されており、輸送体制が整っている。

■めん山羊肉の主要な輸入相手国の変化（数量ベース）（2015年と2023年）

ニュージーランド

62.2%

オーストラリア

36.6%

ウルグアイ

0.9%

その他

0.3%

2015年
めん山羊総輸入量

22万トン ニュージーランド

50.3%オーストラリア

45.8%

ウルグアイ

3.1%

その他

0.8%

2023年
めん山羊総輸入量

43万トン

(出所) 中国税関総署のデータベースに基づき作成。



４．中国のめん山羊肉の需給構造分析

4-4 めん山羊肉の輸入動向

80

（5）輸入関連その他

■モンゴルから肉用の生きためん羊の輸入について

• 中国は2022年10月からモンゴルとの間で肉用の生き
ためん羊の輸入も開始した。
2022年には計22,992頭（生体重は998トン）、2023
年には計177,474頭（生体重は7,010トン）となって
いる。
仮にめん羊の歩留り率を40％と仮定すると、2023年
にモンゴルからのめん羊肉換算の輸入量は約2,800ト
ンと試算される。この量は中国産めん山羊肉の量
（2023年は531万トン）に比べて0.05％に過ぎず、
まだ脅威とはならないと考えられる。

• 中国がモンゴルから輸入した肉用の生きためん羊の平
均輸入単価を人民元で見ると、2023年には1頭当たり
546元、生体重では1㎏当たり12元となっている。
この単価は中国国内の2023年11月の全国平均出荷価
格の34.7元/㎏に比べ、輸入価格は国内産価格の約3分
の1で、価格優位勢を有している。
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（１）主なめん山羊肉ブランド

• 中国市場で比較的知名度の高いめん山羊肉製品ブランドとしては以下のようなものがある。

■めん山羊肉の主なブランド

ブランド名：吉羊羊

・錫林郭勒盟羊羊牧業股分有限公司
（http://www.nmgyymy.com/）

本社は内モンゴル自治区錫林郭勒盟蘇尼特右旗にあり、羊と牛
のと畜処理加工、食肉製品販売を行っている。

2022年の羊肉製品の売上高は25,136万元、牛肉製品は778万
元であった。

ブランド名：青青草原

・内蒙古青青草原牧業有限公司（http://qqcygf.com/）

本社は内モンゴル自治区呼和浩特市にあり、羊の品種育成から
繁殖、肥育、と畜処理加工、及び飼料生産まで行っている。

ブランド名：額爾敦

・内蒙古額爾敦羊業股分有限公司（E er dun）

本社は内モンゴル自治区呼和浩特市にあり、羊と牛のと畜処理
加工、販売を行っている。

2022年の羊肉製品の売上高は23,022万元、牛肉製品は3,093万
元であった。

ブランド名：寧鑫

・寧夏塩池県鑫海食品有限公司（http://www.ningxinfood.com/）

本社は寧夏自治区呉忠市塩池県にあり、飼料作物の栽培から灘
羊の飼養、と畜処理加工（年加工能力4,000トン）まで行って
いる。

ブランド名：大庄園

・大庄園肉業集団股分有限公司（ http://www.dazhuangyuan.com/）

本社は黒竜江省肇東市経済開発区に拠点を構え、牛や羊のと畜
処理、精肉加工、加熱処理食肉製品、店舗販売、及び輸出入業
務を展開している。

輸入羊肉は主にニュージーランドやオーストラリアから輸入さ
れており、国内産めん山羊肉の原料は主に内モンゴル自治区錫
林郭勒盟の周辺飼養者やブローカーから購入している。

2020年のめん山羊肉製品の売上高は285,155万元で、同社売上
高全体の61.1％を占めている。同年のめん山羊肉の生産能力は
54,600トン、生産量は38,326トンであった。
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（１）主なめん山羊肉ブランド

• 中国市場で比較的知名度の高いめん山羊肉製品ブランドとしては以下のようなものがある。

■めん山羊肉の主なブランド（つづき）

ブランド名：天順源

・黒竜江天順源清真食品有限公司（https://www.tianshunyuan.com/）

本社は黒竜江省ハルビン市双城経済開発区にある。

主には輸入牛肉・羊肉（オーストラリアやニュージーランド）
の分割加工、スーパー向けの販売、専売店チェーンの経営、飲
食サービスの提供などを行っている。

ブランド名：草之味

・蘇尼特左旗満都拉図肉食品有限公司（Cao zhi wei）

本社は内モンゴル自治区錫林郭勒盟蘇尼特左旗にあり、と畜処
理、食肉加工、販売を行っている。

年間の羊のと畜処理頭数は12～15万頭で、内モンゴル自治区の
呼和浩特市、錫林浩特市、二連浩特市、及び北京で十数店舗の
直営販売店を設置している。

ブランド名：塩池灘羊

・寧夏塩池灘羊産業発展集団有限公司（Yan chi tan yang）

本社は寧夏自治区呉忠市塩池県にあり、県政府が出資した国有
企業。

灘羊の品種保護から買い取り、加工、備蓄、販売、普及、綜合
サービスの提供まで行っている。

新設された灘羊の肥育場の最大な飼養頭数は5,000頭で、灘羊
のと畜処理加工能力は年間30万頭。

灘羊用の飼料作物加工工場1か所が設置されている。

ブランド名：雨軒齋

・新郷市雨軒清真食品股分有限公司
（http://www.xyxmeats.com/）

本社は河南省新郷市原陽県にあり、肉用めん山羊の飼養からと
畜処理加工、コールドチェーン物流、国際貿易まで行っている。

新郷市原陽県にあると畜場の羊の年間と畜処理能力は45万頭で、
ハラール羊肉・牛肉の生産能力は3万トン、加熱処理済みの羊
肉・牛肉のハラール製品は5,000トン。

ブランド名：澇河橋

・寧夏澇河橋肉食品有限公司（http://www.laoheqiao.com/）

本社は寧夏自治区呉忠市にあり、牛・めん山羊の繁殖から、肥育、
と畜処理、食品加工、飲食サービスまで行っている。
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（２）めん山羊肉の推定消費量

• 2023年、中国におけるめん山羊肉の推定消費量は574万
トンに達し、これは2010年の410万トンと比較して40％
増加した。

• 近年、めん山羊肉の消費量は増加傾向にある。この要因
として、薬膳的な効能への注目が挙げられる。めん山羊
肉は、疲労回復や体力向上、冷え対策などの効果がある
とされ、健康志向の高まりとともに人気が高まっている。
さらに、所得増加や生活水準の向上、食文化の変化、外
食の増加、コールドチェーン物流の発達、そしてネット
通販の普及などの社会環境の変化も、めん山羊肉需要の
拡大に拍車をかけている。

• めん山羊肉は薬膳的な効能や健康イメージから需要が拡
大しているが、独特なにおい、比較的高価、調理が難し
い、主に冬季に食べる習慣という特徴も存在している。
そのため、多くの地域では主要な肉類として消費される
ことが少なく、2023年のめん山羊肉の消費量は同年の豚
肉推定消費量（5,946万トン）や牛肉推定消費量（1,027
万トン）に比べて少ないことがわかる。

■めん山羊肉の推定消費量の推移（2010年～2023年）
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国内でのめん山羊肉の需要が増加し、それに
伴って国内生産と輸入量も増加している。

（注） 推定消費量は、国内生産量と輸入量の合計から輸出量を差し引いた量を指す。

(出所) 矢野経済研究所が作成。
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（３）めん山羊肉の輸入依存度

• 2023年のめん山羊肉の推定消費量を見ると、国内生産量
は531万トンで、純輸入量（輸入量から輸出量を差し引
いた量）は43万トンであった。

• 2023年の7.6％の輸入依存度は、2010年以来の最高水準
であり、これは、国内需要の増加に対して国内生産が追
いついていないことを示している。

• ただし、牛肉の輸入依存度が26.7％であることと比較する
と、めん山羊肉の輸入依存度はまだ低い水準。しかし、

近年は上昇傾向にあり、今後も注視が必要。

■めん山羊肉の輸入依存度の推移（2010年～2023年）
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(出所) 矢野経済研究所作成。
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（４）めん山羊肉の1人当たりの家計消費量

• 2022年の全国のめん山羊肉家計消費量は、1人当たり1.4㎏で

前年と横ばいとなった。また、同年の全国の食肉家計消費量は

1人当たり46.3㎏で、めん山羊肉の消費量は3.0％を占め、豚

肉や鶏肉、牛肉に比べて最も少ない肉類であった。

1人当たりめん山羊肉家計消費量が少ない理由としては、以下

の二つが挙げられる。

〇一部地域では食用する習慣がまだ普及していないこと

〇豚肉や鶏肉に比べて高価であること

ただし、健康志向の高まりや冷凍冷蔵輸送の普及などを背景に、

2013年から2022年のめん山羊肉の1人当たり家計消費量は、

年平均成長率（CAGR）5.0％で増加し、食肉に占める割合は

2.7％から3.0％へと増加傾向にある。

• 2022年におけるめん山羊肉の1人当たり家計消費量は、都市部

が1.5㎏、農村部が1.3㎏で、都市部がやや多かった。しかし、

2013年から2022年までの9年間の比較では、都市部の年平均

成長率（CAGR）が3.51％に対し、農村部は7.12％と高い成

長率を示し、農村部のほうが成長率で都市部を上回った。めん

山羊肉が高価であるために都市部の1人当たり家計消費量が農

村部よりも多い。一方、高価で、特に食べる習慣が少ない農村

部でも食べるようになったことが、農村部のめん山羊肉消費量

の成長率が高くなった理由とも考えられる。

■めん山羊肉の1人当たり家計消費量の推移
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■都市部・農村部別めん山羊肉の1人当たり家計消費量の推移（2013年～2022年）

(出所) 各年次の「中国統計年鑑」のデータを整理して作成。
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（１）めん山羊肉需給の長期予測

• 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」によれば、
今後の10年間にわたり中国国内のめん山羊肉の生産能力
が確実に拡大し、供給能力が向上する見通し。
政府の政策支援と市場の需要拡大が飼育頭数の増加を促
進し、特に四川省や雲南省などの南方地域での舎飼いに
適して早熟早肥で産肉性に富むめん山羊の品種の改良が
普及することで、国産めん山羊肉の供給量が安定して増
加すると予測されている。

• 2023年から2027年までの5年間では、めん山羊肉の生産
量が比較的高い伸び率（年平均1.3％）で増加し、2027
年には559万トンに達すると予測されている。
その後の2028年から2032年までの5年間では、草食家畜
産業の生産規模拡大が資源や環境負荷の制約を受けつつ、

めん山羊肉の生産量が比較的低い伸び率（年平均0.7％）
で拡大し、2032年には578万トンに達すると予測されて
いる。

• 今後の10年間において、個人所得の増加や食肉消費習慣
の変化がめん山羊肉の消費需要に影響を与えると見込ま
れる。
特にめん山羊肉が薬膳効能を有し、健康的な食材である
ことが認識され、高齢者の健康にも有益であること、高
齢者人口の増加などが背景となり、めん山羊肉の消費量
は2032年625万トンに達すると予測されている。

■中国のめん山羊肉の需給予測（2022年～2032年）

（注） ①消費量＝国内生産量＋純輸入量（輸入量-輸出量） ②2022年のデータは実績値であり、2023年から2032年までのデータは予測値。

(出所) 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」に基づき作成。その展望報告は2023年4月に農業農村部市場事前予報専門家委員会によって公表された。
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（２）めん山羊肉消費構造の長期予測

• めん山羊肉の消費量は、以下の3つに分類される。

〇直接消費：生鮮のめん山羊肉（骨付の肉が含まれる）

の消費

〇加工消費：加熱加工品や調理済み、または半調理済み

のめん山羊肉加工製品などの消費

〇その他：直接消費及び加工消費以外の消費、ならびに

と畜、加工、流通などの過程での損失量

• 2022年のめん山羊肉の消費において、直接消費が全体の

90.6％を占めている。一方、加工消費はわずかに6.1％

にとどまっている。加工消費の割合が低い理由として、

めん山羊肉の独特な臭いや食用習慣（例えば冬季におい

て多く消費されることなど）、直接消費での様々な調理

方法（しゃぶしゃぶ、串焼き、ステーキ、醤油煮込む、

塩水煮込み、餃子の餡などに）、生産量の比較的少なさ、

そして高価さが挙げられる。

• 2032年までの間に、めん山羊肉の総消費は増加している

が、直接消費と加工消費の両方が拡大している。しかし

ながら、直接消費と加工消費の割合は依然として90.7％

と5.9％であり、その消費構造が変わらないと予測されて

いる。

■中国のめん山羊肉消費構造予測（2022年～2032年）

（注） 2022年のデータは実績値であり、2023年から2032年までのデータは予測値。

(出所) 「中国農業展望報告（2023年～2032年）」に基づき作成。その展望報告は2023年4月に農業農村部市場事前予報専門家委員会によって公表された。
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• 中国の人口は、少子高齢化の影響を受けて2023年に
140,967万人となり、前年比208万人の減少を記録した。
これは1949年の建国以来初めての人口減少である。

• 2023年の出生数は前年比54万人減の902万人、同年の死

亡数は前年比69万人増の1,110万人で、結果として、
2023年の人口の自然増加はマイナス208万人。自然増加
率もマイナス0.148％となり、2017年以降の低下が顕著。

■人口数の推移（2004年～2023年）

(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。

■出生数の推移（2011年～2023年）
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• 「中国統計年鑑2023」によれば、2022年末時点での中
国国内の65歳以上の高齢者人口数は20,978万人で、国内
総人口数に占める割合は14.9％。

• 同様に、2035年には65歳以上の高齢者人口が34,600万

人に増加し、国内総人口に占める割合が20.5％に達する
と、ウェブ上の情報（注）によって予測されている。

■65歳以上人口数・割合の推移（1982年～2035年）

（注） ウェブ上の情報のリンクは、http://www.cppcc.gov.cn/zxww/2022/09/21/ARTI1663740061289294.shtml

(出所) 1982年から2022年までのデータは実績値であり、各年次の「中国統計年鑑」から引用している。2035年の数値はウェブ上の情報を参考にしている。
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• 中国の一般世帯の構成において、1982年の平均世帯人員
数が4.41人であったのに対して、2020年には2.62人、
2022年には2.76人と減少している。

• 2020年の全国の世帯人員別の一般世帯構成を見ると、2
人世帯が14,669万戸で、総世帯数の29.7％を占め、最も

多くなっている。次いで1人世帯（単身世帯）が12,549
万戸で、総世帯数の25.4％を占めている。これらの2人
世帯と1人世帯を合わせると、総世帯数の55.1％を占め
ている。

■世帯人員別の一般世帯数（2020年）

(出所) 第7回全国人口普査（国勢調査）の資料を基に作成。

世帯人員別 世帯数 構成比

1人世帯 125,490,007 25.4

2人 146,690,059 29.7
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6人 15,125,667 3.1

7人 4,589,308 0.9
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■一般世帯1戸当たりの世帯人員数の推移（1953年～2022年）

(出所) 各年次の「中国統計年鑑」を整理して作成。
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• 2023年に中国の世帯人員1人当たり平均可処分所得金額
は39,218元で、前年比6.3％増加した。
この中で、都市部の1人当たり平均可処分所得は51,821
元、農村部は21,691元となり、都市部農村の所得格差は

依然として大きく、拡大の傾向が見られる。

■都市部と農村部の世帯人員1人当たり平均可処分所得金額の推移（2004年～2023年）

(出所) 国家統計局のデータに基づき作成。
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5-5 中国の都市化率
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• 中国の都市化は進展しており、全国平均の都市化率（都市部に住
む人口の割合）は、2005年の42.99％から2022年には65.22％
に向上した。ウェブ上の情報（注）によると、都市化率は2022年
以降、毎年0.6％ずつ増加し、2035年には73.12％に達すると予
測されている。

• 都市化率の向上には、主に市所轄区や町の数の増加などが寄与し
ている。例えば、市所轄区の数と町の数は、1978年には408区と
2,176町であったが、2022年にはそれぞれ977区と21,389町に
増加した。

■全国平均都市化率（都市部人口の割合）の推移（2005年～2035年）

（注） ウェブ上の情報のリンクは、https://fae.ucass.edu.cn/info/1066/2612.htm

(出所) 1982年から2022年までのデータは実績値であり、各年次の「中国統計年鑑」から引用している。2035年の数値はウェブ上の情報を参考にしている。
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• 2022年末時点で、チェーン経営を展開する一般的なレス
トラン（ファーストフードやドリンク・アイスクリーム
店などを除く）の数は、2014年から2,326店増の9,285
店に拡大した。

• 同時に、ファーストフードチェーンも2014年の12,854
店から2022年には25,205店に増加し、ほぼ倍増した。

■一般的なレストランのチェーン店数の推移（2014年～2022年）

(出所) 中国国家統計局のデータに基づき作成。
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■ファーストフードチェーン店数の推移（2014年～2022年）
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【補足】ウェブ情報によれば、中国には約45万軒のしゃぶしゃぶ店が存在している。その中でしゃぶしゃぶ専門店の「海底撈」（https://www.haidilao.com/）

は、2023年6月末現在で中国国内に1,360店を展開している。来店客1人当たりの平均消費単価は約100元。同店で人気のしゃぶしゃぶの食材に
は牛肉、毛肚（牛の胃の一部）、羊肉、薄切ばら肉（牛の背中または腹の当たりに位置する、脂肪量が約30％の肉）などが挙げられる。
また、中の「九田家黒牛烤肉料理」は、2023年4月時点で961店舗を運営している。さらに、上海串意十足餐飲管理有限公司が展開している

「串意十国では焼き肉店が約30万店、串焼き店が約17万軒存在している。例えば、内蒙古九田家餐飲管理股分有限公司が展開している牛肉の焼
き肉がメイン足焼烤店」では、牛肉や羊肉、野菜などの串焼きがメインで、全国に600店以上が展開されている。
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